
2016

.104
Vol.832



広報おおいずみ　Ｈ28.4.10　Vol.832 (2) 

平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度
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「ずっと住みたい私のまち おおいずみ」を目　「ずっと住みたい私のまち　おおいずみ」を目指指
し、本年度は、一般会計・特別会計を合わせてし、本年度は、一般会計・特別会計を合わせて総総
額２０８億額２０８億７７，，０４０万円の当初予算を編成しました０４０万円の当初予算を編成しました。。
予算の概要と、それぞれの事業についてお知　予算の概要と、それぞれの事業についてお知らら
せしますせします。。

　
就
任
４
年
目
を
迎
え
る
、
新
年
度
は
、
私
に
と
り
ま

就
任
４
年
目
を
迎
え
る
、
新
年
度
は
、
私
に
と
り
ま
しし

て
、
任
期
の
総
仕
上
げ
の
年
度
で
あ
り
、
ま
た
、
町
制

て
、
任
期
の
総
仕
上
げ
の
年
度
で
あ
り
、
ま
た
、
町
制
施施

行

周
年
を
迎
え
る
年
度
で
も
ご
ざ
い
ま
す

行
　
周
年
を
迎
え
る
年
度
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。。

６０６０こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業
を
し
っ
か
り
と
検
証

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業
を
し
っ
か
り
と
検
証
すす

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
実
際
に
、
現
地

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
実
際
に
、
現
地
にに
赴 赴
 き
、
き
、

お
も
む

自
分
の
目
や
耳
で
確
認
を
し
な
が
ら
、
町
民
、
皆
さ
ま

自
分
の
目
や
耳
で
確
認
を
し
な
が
ら
、
町
民
、
皆
さ
ま
とと

の
対
話
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
目
線
で

の
対
話
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
目
線
で
スス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
行
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
行
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。。

（
３
月
定
例
議
会

町
長
施
政
方
針
よ
り

（
３
月
定
例
議
会
　
町
長
施
政
方
針
よ
り
））

大
泉
町

大
泉
町
長長
　

村
山
俊

村
山
俊
明明
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歳入総額
128億 2,900 万円128億 2,900 万円

町税　82 億 7,811 万円

諸収入　6億 1,315 万円

その他（使用料および手数料など）
　　　　　　　　　4億 2,414 万円

その他交付金など　1億 2,200 万円

地方譲与税　1億 2,300 万円

地方消費税交付金　8億 4,000 万円

県支出金　8億 808 万円

町債　3億 6,660 万円

国庫支出金　12 億 2,392 万円

自主財源自主財源
93 億 1,540 万円93 億 1,540 万円

依存財源
35 億 1,360 万円地方交付税　3,000 万円

町に納められる税金

国の税金の一部が市町村へ分配されるもので
全国どこでも必要最小限の行政サービスを
受けられるために交付されるもの

国が国税として集めたお金を
地方自治体に配分するもの

主に建設事業の資金として
国や銀行などから借り入れるもの

特定の事業を行う際に、
経費の財源として県から支出されるもの

消費税のうち、地方自治体に交付されるお金 特定の事業を行う際に、経費の財源として
国から支出されるもの

歳出総額 民生費　41 億 4 万円

教育費　15 億 9,214 万円

総務費　20 億 4,422 万円

衛生費　13 億 1,534 万円

土木費　13 億 1,343 万円

商工費　5億 1,097 万円
公債費　8億 1,077 万円

消防費　9億 687 万円

議会費   1 億 3,825 万円

農林水産業費　6,697 万円

予備費　3,000 万円

一般財源一般財源
96 億 1,756 万円96 億 1,756 万円

特定財源
32 億 1,144 万円

128 億 2,900 万円128億 2,900 万円 福祉や医療費の助成、
子育てなどに係る経費

職員の人事管理や企画、広報広聴、
選挙などに係る経費

農業の振興などの経費

議会運営に係る経費

商工業や観光の振興などに係る経費
債務（町債）の返済に係る経費

火災予防や消火・救急救助活動に係る経費

都市計画や公園、道路、町営住宅などに係る経費

病気予防のための各種検診や環境対策、
ごみ処理などに係る経費

学校や公民館など、教育施設の
整備や運営に使われる経費

平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度
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一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

歳
入
、
歳
出
の
予
算
総
額
が
１

２
８
億
２
９
０
０
万
円
で
す
。

こ
れ
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
、　

・
７
％
の
減
で
、
金
額

１３

に
す
る
と
　
億
３
１
０
０
万
円

２０

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
北
中
学
校
改
築
工
事
な
ど

の
完
了
に
伴
い
、
投
資
的
経
費

が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
、
５
つ
の
特
別
会
計
の
予
算

総
額
は
　
億
４
１
４
０
万
円
で

８０

す
。
全
て
の
会
計
予
算
総
額
は
、

２
０
８
億
７
０
４
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

８
・
９
％
の
減
で
、
金
額
に
す

る
と
　
億
４
５
７
０
万
円
の
減

２０

額
で
す
。

　
引
き
続
き
健
全
財
政
を
堅
持

し
な
が
ら
町
民
福
祉
向
上
の
た

め
に
的
確
な
状
況
判
断
を
し
、

各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

【
歳
入
】

□
町
税
　
歳
入
の
根
幹
を
な
す

町
税
は
、前
年
度
対
比
３
・

１
％
の
増

□
国
庫
支
出
金
　
前
年
度
対

比
　
・
１
％
の
減

１０

□
町
債
　
前
年
度
対
比
　
・
８０

３
％
の
減

□
繰
入
金
　
前
年
度
対
比
１

０
０
・
０
％
の
減

【
歳
出
】

　
目
的
別
で
は
、
民
生
費
の

　
億
４
万
円
が
最
も
大
き

４１く
、
次
い
で
総
務
費
、
教
育

費
、
衛
生
費
、
土
木
費
、
消

防
費
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
健
全
財
政
を
維
持
す
る
た

め
に
、
事
務
事
業
の
選
択
と
集

中
を
徹
底
し
行
政
の
ス
リ
ム

化
を
図
り
な
が
ら
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
諸
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

※
平
成
　
年
度
よ
り
、
水
道

２８

事
業
は
群
馬
東
部
水
道
企
業

団
へ
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
予

算
書
は
、
財
政
課
ま
た
は
図

書
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
un

m
a
.jp
/

）
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
各
項
目
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
財
政
課
（
内
線
３

０
９
）お
よ
び
各
担
当
課
へ
。

当
初
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算
の

あ
ら
ま
し

■平成２８年度当初予算総括表

増減率比　較平成２７年度平成２８年度

△１３.７%△２０億３,１００万円１４８億６,０００万円１２８億２,９００万円一　般　会　計

△０.２%△１,４７０万円８０億５,６１０万円８０億４,１４０万円特　別　会　計

１.１%４,９１０万円４６億３,５７０万円４６億８,４８０万円国 民 健 康 保 険 事 業

会
　
　
計
　
　
別

１.５%４５０万円２億９,１９０万円２億９,６４０万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業

△０.１%△２１０万円２２億８,４６０万円２２億８,２５０万円介 護 保 険 事 業

１.４%１０万円７４０万円７５０万円公 園 墓 地 事 業

△ ７.９%△  ６,６３０万円８億３,６５０万円７億７,０２０万円下 水 道 事 業

△８.９%△２０億４,５７０万円２２９億１,６１０万円２０８億７,０４０万円総　　計

－－６億８,８５０万円－収 益 的
水　道　事　業

－－４億２,４００万円－資 本 的
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給料

パート収入など

預貯金取崩し

前年の収入残

親からの仕送り

銀行からの借入れ

食費

医療費・教育費

ローンの返済

家の増改築費・修繕費

光熱水費、日用雑貨など

親戚への援助

子どもへの仕送り

預貯金

合計　　　　　　　　       400.0 万円              合計 400.0 万円

預貯金残高　　　        　  166.6 万円 ローン残高　　　　　   　　267.8 万円

収入 支出

258.1 万円

29.2 万円

0.0 万円

3.1 万円

98.1 万円

11.5 万円

66.4 万円

62.0 万円

25.3 万円

36.5 万円

80.2 万円

61.1 万円

51.9 万円

16.6 万円

  

大大大大大大大大大大泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉町町町町町町町町町町のののののののののの家家家家家家家家家家計計計計計計計計計計大泉町の家計簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿
～町が年収４００万円の家庭だったら～

　平成２８年度一般会計の当初予算の内容を家庭の年間の家計簿に

置き換えました。（規模を約３２００分の１として計算）

●給料…町民税、固定資産税などの町税

●パート収入…保育園使用料、町営住宅の

使用料、各種証明の手数料など

●預貯金取崩し…繰入金

●前年の収入残…前年度からの繰越金

●親からの仕送り…地方交付税や国・県支

出金など

●銀行からの借入れ…町債

●食費…人件費

●医療費・教育費…扶助費（児童手当、福

祉医療費扶助など）

●ローンの返済…過去に借り入れた町債の

元利償還金

●家の増改築費・修繕費…普通建設事業費、

維持補修費（道路や施設などの補修お

よび整備費）

●光熱水費、日用雑貨など…物件費

●親戚への援助…補助費（広域消防やごみ

処理施設の負担金など）

●子どもへの仕送り…繰出金、投資および

出資金、貸付金（特別会計繰出金など）

●預貯金…積立金（財政調整基金積立金な

ど）

町の一般会計の経費ってどれに当てはまるの？

平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度
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最
初
に
、
活
気
と
 賑
 わ
い
の

に
ぎ

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
就
任
当
初
よ

り
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
り

企
業
誘
致
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
新

た
な
企
業
の
進
出
が
図
ら
れ
、

人
口
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
下

で
も
、
唯
一
、
減
少
か
ら
、
増

加
に
転
じ
た
町
と
し
て
新
聞
各

紙
で
掲
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

企
業
の
町
と
し
て
の
再
生
に
、

大
き
な
 手
  応
 え
を
、
感
じ
て
き

て
 
ご
た

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
さ
ら

に
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
、
企
業
情

報
交
換
会
を
、
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、
多
種
多
様
な
企
業
に

よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
す
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
な
ど
と
連

携
し
、
既
存
企
業
へ
の
支
援
制

度
の
拡
充
等
も
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
リ

オ
 デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
年
と
な
る
こ
と

か
ら
、観
光
協
会
等
と
連
携
し
、

本
町
の
観
光
資
源
で
あ
る
、「
ブ

ラ
ジ
ル
の
食
と
文
化
」
を
よ
り

一
層
、
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
こ
と

に
よ
り
、
誘
客
に
繋
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
は
、
近

県
に
お
い
て
大
き
な
水
害
が
発

生
し
、
町
職
員
の
派
遣
を
行
い

ま
し
た
。
派
遣
を
実
施
し
た
こ

と
に
よ
り
、
災
害
現
場
の
状
況

を
確
認
し
、
支
援
す
る
と
と
も

に
、
本
町
で
の
有
事
の
際
の
対

応
等
に
つ
い
て
学
習
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
災

害
時
に
迅
速
な
情
報
提
供
が
図

れ
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
、
防
災
行
政
無
線
シ

ス
テ
ム
の
整
備
が
完
了
し
、
運

用
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
を
対

象
と
し
た
宿
泊
体
験
型
 防
災

訓
練
の
実
施
や
防
災
士
の
育
成

支
援
に
よ
る
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の

充
実
を
図
り
、
常
に
、「
防
災
に

万
全
は
な
い
」こ
と
を
念
頭
に
、

危
機
管
理
体
制
を
充
実
さ
せ
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
交

通
安
全
の
、の
ぼ
り
旗
を
活
用
、

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通

安
全
教
室
、
街
頭
指
導
な
ど
、

関
係
機
関
及
び
地
域
と
連
携
し

た
活
動
を
継
続
し
て
実
施
し
、

犯
罪
抑
止
、
交
通
事
故
防
止
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

伸
び
る

伸
び
る

〜
活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

〜
活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

防防
ぐ

〜
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

〜
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
〜
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次
に
、
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
た
し
ま

し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
に
は
、
福
祉
施

策
等
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ

り
、「
福
祉
に
後
退
は
な
い
」
と

の
考
え
で
進
め
、
障
害
者
福
祉

に
対
し
て
は
、
拡
充
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
本
町
に
お
き
ま

し
て
も
、
社
会
経
済
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
増
加
し
て
お
り
ま

す
、生
活
困
窮
者
対
策
と
し
て
、

継
続
的
な
相
談
を
実
施
し
な
が

ら
、
関
係
部
門
と
連
携
し
、
自

立
し
た
生
活
に
向
け
た
支
援
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

は
、
公
費
拡
充
に
よ
る
財
政
基

盤
強
化
や
税
負
担
の
公
平
の
観

点
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税
の

改
定
を
行
い
、
平
等
割
と
資
産

割
の
引
き
下
げ
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
町
民
が
、
大
泉
町

で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
計

画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、
障
害
を

も
つ
子
の
「
親
な
き
 後
 」
問
題

あ
と

や
 看
  取
 り
の
問
題
等
に
も
取
り

み
 

と

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

□自主防犯パトロール支援事業

　各地域の夜間自主防犯パトロールを支援すること

により、安心して暮らせる環境を整えます

□非常備消防（消防ポンプ自動車購入費）

　消防団の消防ポンプ車を更新し、消防業務の万

全を図ります

□感震ブレーカー設置費補助金

　震災時の通電火災防止に有効な「感震ブレー

カー」の設置に補助金を交付します

□防災士育成事業補助金

　地域の防災リーダーとなる防災士の育成のため

補助金を交付し、地域防災力の向上を図ります

□自主防災事業活動補助金（宿泊体験型）

　災害などの発生時に自主防災組織が避難所での

行動がスムーズに行えるよう宿泊型の訓練に対

し支援を行い、地域コミュニティの発展と地域

防災力の向上を図ります

□町発足６０周年事業（６０周年記念式典）

　平成２９年３月に町制施行６０周年となることか

ら、記念式典の準備を行います

□協働推進事業（協働のまちづくり人材バンク事業）

　専門的な知識、経験および技能などを有する人

を、地域社会で積極的に活動していただく人材

として登録し、その活用を促進することにより、

「地域の人材育成」を図ります

□生活困窮者等生活就労支援事業

　生活困窮者などの生活および就労を支援するこ

とにより、生活保護に至る前段階で自立した生

活への復帰を目指します

□年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業

　賃金引き上げの恩恵が及びにくい所得の少ない高

齢者の人への支援や、平成２８年度前半の個人消

費の下支えとなるように給付金を給付します

生
き
る

生
き
る

〜
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

〜
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度
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快
適
な
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
都
市
基
盤
整
備
に
つ

い
て
は
、
生
活
圏
道
路
の
改
修

整
備
や
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
街

路
樹
の
適
正
管
理
や
 橋
  梁
 ・
公

き
ょ
う
 り
ょ
う

園
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
い

た
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
、
公
共
施
設
の

利
用
需
要
の
変
化
や
老
朽
化
に

よ
る
改
修
費
用
等
の
負
担
が
集

中
す
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
現

状
を
、
把
握
し
た
「
公
共
施
設

白
書
」
に
基
づ
き
、
長
期
的
な

視
点
を
も
っ
て
修
繕
、
更
新
等

を
計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
を
図
る
た
め

の
「
公
共
施
設
管
理
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
都
市
計
画
道
路
小

舞
木
・
寄
木
戸
線
の
整
備
や
公

共
事
業
の
効
率
化
、
地
域
の
方

か
ら
の
要
望
が
あ
る
、
地
籍
調

査
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

保保
つ

〜
快
適
な
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
〜

〜
快
適
な
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
〜

　
次
に
、
住
民
と
行
政
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
度
は
、
人
口
減
少

問
題
に
取
り
組
む
関
連
施
策

を
、
本
格
的
に
実
施
す
る
年
度

と
な
る
こ
と
か
ら
、「
第
五
次
大

泉
町
総
合
計
画
」
に
掲
げ
た
施

策
や
「
大
泉
町
総
合
戦
略
」
も

着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
本
町
に
は
、
現
在
、
５
４
カ

国
の
外
国
人
が
居
住
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
情
報
の
多
言
語
化

や
外
国
人
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
発

掘
な
ど
、
多
文
化
共
生
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
と
行
政
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
人
材
の
活
用
と
育
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
人
権
に
つ
い
て
は
、「
人
権
教

育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」

や
「
第
三
次
男
女
共
同
参
画
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
、
人
権
尊

重
、
女
性
活
躍
社
会
の
実
現
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
情
報
化

社
会
が
進
展
し
、
よ
り
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
が
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
に

対
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
を

徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

紡紡
ぐ

〜
住
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〜

〜
住
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〜
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□地域生活拠点調査事業

　障害者の親なきあとの生活拠点となる施

設（グループホームなど）の設立に向け

調査などを実施します

□保育所等整備交付金補助事業

　必要な保育を確保するための保育所など

の施設整備に対して補助金を交付します

□特別養護老人ホーム施設整備補助金

　特別養護老人ホームの施設整備を実施し

た社会福祉法人などに対して、補助金を

交付します

□介護職員等永年勤続表彰事業

　多年にわたり町内の介護施設などに勤務

した職員などを表彰することにより、勤

務意欲を高め、定着率の向上を図ります

□女性キャリアアップ奨励金交付事業

　女性が安定した雇用形態の中で能力を発

揮できる環境整備に対する奨励金を交付

します

□有害鳥獣対策事業

　鳥害対策助成金を新たに設け、白菜への

鳥による食害を防ぎ、安定した出荷と品

質維持の支援を行います

□多面的機能支払交付金事業

　農業の持つ多面的な機能（治水や環境保

全など）の維持・発揮を図るため、地域

の共同活動（草刈りや堀さらい）に対し

支援を行います

□西小泉駅前公衆便所改築事業

　鉄道事業者が行う西小泉駅駅舎改築工事

に合わせ、西小泉駅前公衆便所の改築工

事を行うため詳細設計を行います

　
最
後
に
、
地
域
を
担
う
ひ
と
づ

く
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
づ
く

り
は
ま
さ
に
「
ひ
と
づ
く
り
」
で
あ

り
、
本
町
の
新
た
な
教
育
の
指
針

と
し
て
、
策
定
い
た
し
ま
し
た
、

「
お
お
い
ず
み
教
育
大
綱
」
を
基

本
と
し
て
、
次
代
を
担
う
人
材
の

育
成
や
生
涯
に
わ
た
り
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
教
育
環
境
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
学

力
向
上
や
い
じ
め
防
止
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
子

ど
も
達
に
、
平
等
な
就
学
の
機

会
を
提
供
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
か
ら
学
校
に
行
く
こ
と

が
困
難
な
子
ど
も
達
の
居
場
所

づ
く
り
等
、
不
登
校
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

学
校
給
食
費
の
補
助
制
度
を
拡

充
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
「
学

び
」
の
提
供
、
地
域
公
民
館
や

各
種
団
体
と
の
連
携
、さ
ら
に
、

社
会
教
育
指
導
者
の
育
成
・
活

用
に
つ
い
て
、
継
続
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
伝

統
芸
能
ま
つ
り
を
、
拡
充
し
、

町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
芸
能
等

に
つ
い
て
、
広
く
周
知
し
て
ま

い
り
ま
す
。

集集
う

〜
地
域
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
〜

〜
地
域
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
〜

平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度
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ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
利
用
者
み
ん
な
が
協
力
し

て
管
理
す
る
も
の
で
す
。
清
潔

に
保
つ
な
ど
お
互
い
が
気
持
ち

よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
心
か
け

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
町
で
は
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
に
伴
い
、
英
語
版
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
に
と
り

か
か
り
ま
し
た
。
必
要
な
人
は

環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
基
本
的
な
ご
み
出
し
ル
ー
ル

・
ご
み
は
、
燃
え
る
ご
み
、
燃

え
な
い
ご
み
、
資
源
ご
み
に

分
別
し
て
く
だ
さ
い

・
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収

集
日
を
確
認
の
上
、
決
め
ら

れ
た
ご
み
収
集
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
当
日
の
朝
８
時
　
分
ま

３０

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い

・
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご

み
は
、
透
明
・
半
透
明
の
ご

み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い

□
特
に
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

・
生
ご
み
の
入
っ
た
袋
は
し
っ

か
り
と
口
を
結
ん
で
く
だ
さ

い
（
生
ご
み
の
水
分
は
で
き

る
だ
け
切
っ
て
く
だ
さ
い
）

・
前
日
の
夜
の
ご
み
出
し
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い

・
事
業
者
の
ご
み
は
清
掃
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
へ
自
己
搬
入
す
る
か
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可

業
者
に
依
頼
し
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い

・
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
の
中
に
は
、
可
燃
性
ガ

ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中

身
が
残
っ
た
ま
ま
で
す
と
、

火
災
発
生
な
ど
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
使
い
切

る
か
出
し
切
っ
て
く
だ
さ

い
。中
身
が
な
く
な
っ
た
後
、

ス
プ
レ
ー
缶
（
ヘ
ア
ス
プ

レ
ー
、
制
汗
ス
プ
レ
ー
、
殺

虫
ス
プ
レ
ー
な
ど
）
は
穴
を

開
け
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は

穴
を
あ
け
ず
に
ご
み
収
集
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ

さ
い

※
資
源
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い

て
の
一
例
を
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
古
着
・
古
布
、
廃
食
用
油
の
回
収
】

□
古
着
・
古
布
　
月
～
金
曜
日

（
祝
日
は
除
く
）の
み
の
受
付

と
な
り
ま
す
。
午
前
８
時
　３０

分
か
ら
午
後
５
時
　
分
ま
で

１５

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い

□
廃
食
用
油
　
毎
日
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
午
前
８
時
　
分
３０

か
ら
午
後
５
時
　
分
ま
で

１５

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
入
れ

て
お
持
ち
く
だ
さ
い

詳
し
く
は
環
境
課
（
内
線
１
３

２
）
へ
。

ごみ出しルールの
徹底をお願いします

■資源ごみの分け方・出し方（日本語）

無色透明びん 茶色びん その他の色のびん

色別にコンテナに入れる

緑色の収集袋に入れる

青色の収集袋に入れる

●白色トレイ　（パリッと割れる発泡素材のもの）

（ペットボトル、白色トレイ以外でプラマークがあるもの）●その他プラスチック類　
①ボトル・キャップ類　②色つき、絵つきの発泡素材のトレイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③発泡スチロール

（油や汚れの落ちない物は「燃えないごみ」へ）

※油や汚れの落ちない物は「燃えないごみ」へ

白色ネット
　に入れる

灰色の収集袋

資源ごみの分け方・出し方
ガラスびん（飲食用のびん）

プラスチック

ミルク
クッキークッキー

ペットボトル

シャンプー
リンス

剤
洗
用
所
台

ペットボトル（飲料用）
アルミ缶・スチール缶（飲食用の缶）

キャップをとって（プラスチック製のキャップは灰色の収集袋へ）

※ラベルをはがして出してください。

※タバコを缶に
　入れないでください 缶づめの缶や、

ミルク缶等の
食料品の缶は
資源ごみへ

※油や汚れの落ちない物は「燃えるごみ」へ

スプレー缶は
オレンジ色の
コンテナへ
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■資源ごみの分け方・出し方（ポルトガル語）

■資源ごみの分け方・出し方（英語）（現在作成中です）

ごみ出しルールの

徹底をお願いします

ミルク

ALUMÍNIO 

AÇO(STEEL)
GARRAFAS PET

クッキークッキー

Garrafas incolor
Garrafas Marrom

Garrafas outras
cores

Coloque-a no recipiente para reciclagem
(cor verde)

Coloque na 
sacola(redinha)
       branca

Coloque-a no recipiente para reciclagem
 (cor azul)

※RETIRE O RÓTULO E DEPOSITE-O
※LATAS COM SUJEIRAS IRREMOVÍVEIS OU COM ÓLEO, DEPOSITE COMO "LIXO-NÃO-INFLAMÁVEL"

※LATAS COM SUJEIRAS IRREMOVÍVEIS OU COM ÓLEO, DEPOSITE COMO "LIXO INFLAMÁVEL"

Coloque nos contêiners separando-as por cor
(somente garrafas que continham bebidas ou alimentos ingerı́veis)

(somente garrafas que continham bebidas ingeríveis)

bandeja branca aquela que quando quebra 
faz um barulhinho"parih"  

Além das Garrafas Pet e bandejas de isopor (branca) , 
foram incluidas outros produtos que tenham a marca de
reciclagem de plastic

●Bandejinha de isopor(branca)

ISOPOR

(Garrafas gordurentas ou com sujeiras irremovı́veis
  depositar como "LIXO-NÃO-INFLAMÁVEL")

●OUTROS PLÁSTICOS

LIXO RECICLÁVEL
COMO DEVEM SER JOGADOS GARRAFAS DE VIDROS

COMO DEVEM SER JOGADOS MATERIAIS DE PLÁSTICOS

(                                                     )

COMO DEVEM SER JOGADOS LATAS ALUMÍNIO-LATAS DE AÇO
(STEEL)( LATAS BEBIDA E ALIMENTO INGERÍVEL)

COMO DEVEM SER JOGADOS AS GARRAFAS DE PLÁSTICO PET

Coloque-a no
recipiente para
reciclagem(cor cinza)

Seão recolhidas como LIXO RECICLÁVEL,
latas que continham alimentos, 
lata de leite em pó,etc.

①Forma de frasco ②Bandejinha de isopor colorida ou ilustrada ③Isopor 

How to separate and put out recyclables

ミルク
クッキークッキー

ペットボトル

シャンプー
リンス

剤
洗
用
所
台

Recyclable 
waste

●white styrofoam containers(styrofoam will 
                                                　snap when broken)

place in white
collection net

put into the
gray collection box

●plastics excluding pet bottles and white styrofoam trays that have the プラ mark.

Please place plastic caps in the gray collection bag

glass bottles (used for drinking)

aluminum/steel cans(used for drinking)

plastics

pet bottles

separate by colors into a container

※Please dispose of ones with residual dirt or oil as Non-Burnable Trash

clear glass
 bottles brown glass bottles other colored glass bottles

※Please do not put
     cigarette butts in the cans 

put into green
collection box Please dispose of

canning cans food
cans as recyclable
trash.

put into the
orange collection
container

※Please dispose of ones with residual dirt or oil as Non-Burnable Trash

①plastic bottles　②colored or non-white styrofoam containers
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③polystyrene foam

※Please dispose of ones with residual dirt or oil as Burnable Trash

put into the blue collection box

※Please peel off the label. 
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町
で
は
、
皆
さ
ん
が
健
康
で

豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
、
道
路
、
下
水
道
、
公
園
な

ど
の
整
備
や
保
育
園
、
学
校
運

営
な
ど
の
教
育
、子
育
て
支
援
、

各
種
検
診
な
ど
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
事
業
、
福
祉
の
充
実
、

消
防
、
防
災
対
策
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
町
税
は
こ
れ
ら
を
行
う
た
め

の
最
も
大
き
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
ず
っ
と
住
み
た
い
私

の
ま
ち
、
お
お
い
ず
み
」
の
実

現
の
た
め
、
町
税
の
し
く
み
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
期
限
内
の

納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
町
税
は
、
大
き
く
「
普
通
税
」

と
「
目
的
税
」
に
、
納
め
方
に

よ
る
違
い
で
「
直
接
税
」
と

「
間
接
税
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
町
税
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

税
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
７

　
町
で
は
、
女
性
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
奨
励
金
を
交
付
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
女
性
が
そ
の
能

力
と
個
性
を
十
分
に
発
揮
し
て

職
業
生
活
に
お
い
て
活
躍
す
る

こ
と
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
の

雇
用
す
る
女
性
労
働
者
に
職
業

生
活
に
関
す
る
機
会
を
提
供
し

た
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事

業
主
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。

□
交
付
対
象
と
な
る
事
業
主
　

町
内
に
事
業
所
を
有
し
、
か

つ
、
雇
用
保
険
法
に
定
め
る

適
用
事
業
所
登
録
を
公
共
職

業
安
定
所
で
行
っ
て
お
り
、

労
働
関
係
帳
簿
（
出
勤
簿
、

賃
金
台
帳
簿
、
労
働
者
名
簿

等
）
を
整
備
、
保
管
し
、
町

税
の
滞
納
が
な
く
、
次
の
要

件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

女
性
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
主

・
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

・
当
該
申
請
の
日
か
ら
１
年
以

内
に
有
期
雇
用
か
ら
正
規
雇

用
に
雇
用
形
態
が
変
更
さ
れ

た
人
で
、
変
更
後
６
か
月
以

上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
た
人

・
雇
用
形
態
変
更
に
伴
い
、
基
本

給
が
５
％
以
上
昇
給
し
た
人

・
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険
者

で
あ
る
人

□
奨
励
金
額
　
女
性
労
働
者
１

人
に
つ
き
　
万
円
（
１
事
業

１０

主
当
た
り
年
額
　
万
円
を
上

５０

限
）

□
申
請
方
法

・
雇
用
計
画
書
提
出
…
対
象
労

働
者
を
有
期
雇
用
か
ら
正
規

雇
用
に
変
更
し
よ
う
と
す
る

日
の
　
日
前
ま
で
に
雇
用
計

３０

画
書
、
対
象
労
働
者
の
住
民

票
の
写
し
ま
た
は
住
民
基
本

台
帳
閲
覧
同
意
書
、
就
業
規

則
お
よ
び
賃
金
規
程
の
写
し

を
添
え
て
商
工
振
興
課
へ
提

出
す
る

・
申
請
…
変
更
日
か
ら
起
算
し

て
６
か
月
を
経
過
し
た
日
か

ら
　
日
以
内
に
申
請
書
に
必

３０
要
書
類
を
添
付
し
て
商
工
振

興
課
へ
申
請
す
る

□
必
要
書
類

・
有
期
雇
用
契
約
に
関
す
る
雇

用
契
約
内
容
が
分
か
る
書
類

の
写
し

・
正
規
雇
用
契
約
に
関
す
る
雇

用
契
約
内
容
が
分
か
る
書
類

の
写
し

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
確
認
通
知
書
の
写
し

・
納
税
証
明
書

・
雇
用
状
況
実
績
報
告
書

・
変
更
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
前
分
の
賃
金
台
帳
の
写
し

・
変
更
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
分
の
出
勤
簿
の
写
し

・
変
更
日
か
ら
起
算
し
て
６
か

月
分
の
賃
金
台
帳
の
写
し

※
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oizum

i.g

unm
a
.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
商
工

振
興
課
へ
。

　
女
性
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
奨
励
金

商
工
振
興
課
　
　
　
　
内
線
１
３
９
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選挙に行こう！！

選挙権って？
第4回

Ｑ　選挙権は当たり前の権利なの？

Ａ　今は、日本国民であれば誰でも満２０歳になれ

ば選挙権が与えられますが、昔は性別や納税額な

どにより制限がありました。なお、夏に予定され

ている参議院議員通常選

挙から選挙権年齢が満１８

歳になります。

※詳しくは、町選挙管理委

員会（内線２２２）へ。

　選挙についてＱ＆Ａ形式でわかりやすく

お知らせしているこのコーナー。今回の「選

挙に行こう！！」では、選挙権についての

疑問に対してお答えします。

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

群馬東部水道企業団大泉
営業所を開設しました

　平成２８年４月より太田市、館林市、みどり

市、邑楽郡板倉町、明和町、千代田町、大泉町、

邑楽町の３市５町の水道事業が統合され、「群馬

東部水道企業団」が皆さまのご家庭へ水道水を

お届けしています。同時に大泉営業所が、大泉

町役場内に開設され、水道料金などの収納業務

を行います。

　営業所の営業日および営業時間は次のとおり

です。

　これからも安全、安心な水道水を皆さまのご

家庭に届けていきます。

□営業日　月曜日～金曜日（祝日、年末年始を

除く）

□営業時間　午前８時３０分～午後５時１５分

※水道事業の統合に伴い、大泉町の水道につい

ては、群馬東部水道企業団が管理、運営を行い

ます。詳しくは、群馬東部水道企業団館林支所

（緯８０・３２０１）へ。

　
普
通
税
は
使
い
道
が
限
定
さ

れ
て
お
ら
ず
、
町
の
様
々
な
仕

事
の
費
用
に
な
る
税
で
、
目
的

税
は
使
い
道
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
特
定
の
目
的
ま
た
は
特
定

の
事
業
に
要
す
る
経
費
に
あ
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
で
す
。

ま
た
、
直
接
税
は
負
担
す
る
人

と
納
め
る
人
が
同
じ
税
、
間
接

税
は
負
担
す
る
人
と
納
め
る
人

が
異
な
る
税
で
す
。

【
普
通
税
】

□
個
人
の
町
民
税
（
直
接
税
）

 ・
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内

に
住
ん
で
い
て
前
年
（
１

月
～
　

月
）
中
に
所
得
が

１２

あ
っ
た
人
に
課
税

・
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内

に
住
所
が
な
く
て
も
事
務

所
、
事
業
所
ま
た
は
家
屋
敷

が
あ
る
人
に
課
税

□
法
人
の
町
民
税
（
直
接
税
）

・
町
内
に
事
務
所
、
事
業
所
を

有
す
る
法
人
に
課
税
。
町
内

に
事
務
所
や
事
業
所
が
な
く

て
も
、
寮
、
宿
泊
所
な
ど
を

有
す
る
法
人
に
課
税

・
町
内
に
事
務
所
、
事
業
所
、

寮
な
ど
を
有
す
る
公
益
法
人

と
、
法
人
で
な
い
社
団
、
財

団
法
人
に
課
税

□
固
定
資
産
税（
直
接
税
）　
毎

年
１
月
１
日
現
在
、
町
内
に

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
に
課
税

□
軽
自
動
車
税（
直
接
税
）　
毎

年
４
月
１
日
現
在
、
原
動
機

付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
二

輪
の
小
型
自
動
車
、
小
型
特

殊
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る

人
に
課
税

□
町
た
ば
こ
税（
間
接
税
）　
町

内
で
売
ら
れ
て
い
る
た
ば
こ

に
含
ま
れ
て
い
る
税

【
目
的
税
】

□
都
市
計
画
税
（
直
接
税
）

・
道
路
、
下
水
道
、
公
園
な
ど

の
都
市
計
画
事
業
や
、
土
地

区
画
整
理
事
業
の
費
用
に
あ

て
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

税
。
毎
年
１
月
１
日
現
在
、

市
街
化
区
域
内
に
所
在
す
る

土
地
、
家
屋
を
所
有
し
て
い

る
人
に
課
税

□
国
民
健
康
保
険
税
（
直
接

税
）　
病
気
や
け
が
を
し
た

時
な
ど
に
、
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
加
入

者
み
ん
な
で
出
し
合
う
助
け

合
い
の
税
で
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
が
い
る
世
帯

主
に
課
税

※
詳
し
く
は
、税
務
課
町
民
税
・

諸
税
係
へ
。
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町
で
は
、
５
月
１
日
か
ら
新

た
に
５
・
２
　
の
区
域
を
供
用

ha

開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
供
用
開

始
に
伴
う
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
供
用
開
始
区
域

は
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
の
賦
課
対
象
区
域
に
な
り

ま
す
。

□
縦
覧
期
間
　
４
月
　
日
昇
～

１２

　
日
捷
（
土
・
日
曜
日
を
除

２５く
）

□
縦
覧
場
所
　
下
水
道
課

□
縦
覧
内
容
　
供
用
開
始
日
、

区
域
、
排
水
施
設
の
位
置
な

ど
※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
へ
。

　
下
水
道
供
用
開
始
区
域
の
縦
覧

下
水
道
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

■下水道供用開始区域図

凡例

認可区域 　　　　　２８０．０ha

既供用開始済み区域　　　　２４７．３ha

５月１日供用開始区域 　　５．２ha

　
み
よ
し
幼
稚
園
は
４
月
か
ら

認
定
こ
ど
も
園
に
な
り
、
満
２

歳
以
上
の
２
号
、
３
号
認
定
児

童
の
入
園
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。２
号
、

３
号
認
定
で
の
入
園
を
希
望
す

る
人
は
、
子
育
て
支
援
課
に
入

園
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
　
既
に
み
よ
し
幼
稚
園
に
在
籍

し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
も
、

２
号
、
３
号
認
定
に
変
更
し
た

い
場
合
に
は
、
次
の
入
園
申
し

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
２
号
、
３
号
認
定
以
外

（
１
号
認
定
）で
入
園
を
希
望
す

る
人
は
、
直
接
み
よ
し
幼
稚
園

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
認
定
区
分

・
２
号
認
定
…
満
３
歳
以
上

で
、「
保
育
の
必
要
な
事
由
」

に
該
当
し
、
か
つ
保
育
を
希

望
す
る

・
３
号
認
定
…
満
３
歳
未
満

で
、「
保
育
の
必
要
な
事
由
」

に
該
当
し
、
か
つ
保
育
を
希

望
す
る

□
保
育
の
必
要
な
事
由

・
家
庭
内
外
で
仕
事
を
し
て
い

る
・
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
が

な
い

　
み
よ
し
幼
稚
園
が
認
定
こ
ど
も
園
に
な
り
ま
し
た

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５
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新年度の区長さんを
紹介します

１年間よろしくお願いします

　町内の各行政区でご活躍いただいている区長さんで

すが、４月から７人が交替になりました。退任された

区長さんには、長い間、町行政のためにご協力いただ

き、大変ありがとうございました。また、新しく区長

さんになられた皆さんには、町と地域を結ぶパイプ役

として、これからのご活躍に期待します。

※表中で「○」の人が新任です。詳しくは、総務課法

規行政係（内線２２２）へ。

■平成２８年度各行政区の区長さん（敬称略）

電話番号区長名新任行政区

緯６２・２２７２中 尾 昇 市１区

緯６２・２０４１伊 東 伸 男２区

緯６３・１５２１真 下 久 直○３区

緯６２・５８５１村 山 博 茂○４区

緯６３・２２０１金 井　 健５区

緯６３・２４６５武 藤 三 知６区

緯６２・２３５３齊 藤　 勲７区

緯６３・２７９０福 田　 晃○８区

緯６２・２９０４関 田 正 雄９区

緯６２・２５２１関　 克 守１０区

緯６３・１３３３岩 蒼 正 男１１区

緯６２・２５９１沖 田　 博１２区

緯０９０・５９９２・７９０６高 橋 悠 治１３区

緯６３・５０５２吉 澤 邦 夫１４区

緯６２・７５５９森　 晴 孝１５区

緯０９０・３０９８・２２７４萩 口　 宏１６区

緯６３・１８９８根 岸 淺 雄１７区

緯６２・２５７４藤 原 捷 年１８区

緯６３・４１７６柿 沼 健 一１９区

緯６３・２３４５茂 木 一 夫○２０区

緯６３・９８６４小 林 一 夫２１区

緯６３・５８８９髙 溝 久 明○２２区

緯６３・２５１２井 達 信 雄○２３区

緯６２・２５５４坂 本 利 夫２４区

緯６３・０１７８久 保 田 規 一２５区

緯６３・１６１２矢 嶋　 昇２６区

緯０８０・２２２９・８４１１呉 谷 秀 雄２７区

緯６３・０７６７福 島　 渉○２８区

緯４０・３６８０久 保 田 忠 雄２９区

緯６３・５５２３三 栖 直 弘３０区

・
長
期
間
、
病
気
や
ケ
ガ
ま
た

は
心
身
に
障
害
を
有
し
て
い

る
・
長
期
間
、
病
気
や
心
身
に
障

害
の
あ
る
同
居
の
親
族
を
常

時
介
護
、
看
護
し
て
い
る

・
家
庭
に
災
害
が
あ
り
、
復
旧

に
あ
た
っ
て
い
る

・
求
職
活
動
を
し
て
い
る

・
就
学
し
て
い
る

・
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ

る
・
そ
の
他
、
右
記
に
類
す
る
状

態
と
し
て
町
が
認
め
る
場
合

□
対
象
　
満
２
歳
以
上
の
就
学

前
の
児
童

□
申
込
方
法
　
所
定
の
支
給
認

定
申
請
書
、
就
労
証
明
書
、

そ
の
他
必
要
書
類
と
併
せ
て

子
育
て
支
援
課
へ
提
出
す
る

（
必
要
書
類
は
、家
庭
の
状
況

に
よ
っ
て
提
出
書
類
が
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
子
育

て
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

□
申
込
期
限
　
入
園
希
望
月
の

前
月
　
日
（
　
日
が
土
・
日

１５

１５

曜
日
、
祝
日
の
場
合
に
は
そ

の
前
の
開
庁
日
）
ま
で

□
保
育
料
（
利
用
者
負
担
額
）

に
つ
い
て
　
毎
月
の
保
育
料

は
、
児
童
の
父
母
の
市
区
町

村
民
税
額
の
合
計
額
に
応
じ

て
町
が
算
定
し
ま
す
。
た
だ

し
、
父
母
以
外
の
扶
養
義
務

者
（
同
居
の
祖
父
母
な
ど
）

が
家
計
の
主
宰
者
（
同
居
の

扶
養
義
務
者
の
な
か
で
、
最

多
収
入
で
あ
る
人
）
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
家
計
の
主

宰
者
の
市
区
町
村
民
税
額
を

合
算
し
て
算
定
し
ま
す

※
２
号
、
３
号
児
童
の
料
金
表

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
書
類
に

つ
い
て
も
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
な
お
、
保
育
料
以
外
に
、

給
食
費
や
教
材
費
、
バ
ス
代
な

ど
、
必
要
な
費
用
を
別
途
納
入

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
子
育
て
支
援
課
、
ま
た

は
み
よ
し
幼
稚
園
（
緯
　
・
３

６２

９
３
５
）
へ
。
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大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１
　　　６３・３１１１（内線２１５）

　
住
居
表
示
区
域
内
に
建
築
物

を
新
築
・
改
築
し
た
場
合
は
、

住
居
新
築
届
が
必
要
で
す
。
こ

の
届
出
に
よ
り
住
居
番
号
を
付

番
し
ま
す
。
届
出
が
お
済
み
で

な
い
場
合
は
、
住
所
が
付
番
さ

れ
て
い
な
い
た
め
転
入
や
転
居

の
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
建
築

物
は
、
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
店

舗
、
事
務
所
、
工
場
な
ど
郵
便

物
が
配
達
さ
れ
る
建
物
で
、
建

物
が
建
っ
て
い
な
い
と
番
号
は

つ
き
ま
せ
ん
。
既
に
番
号
が
設

定
さ
れ
て
い
る
建
物
を
建
て
替

え
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
出

入
口
の
位
置
が
以
前
の
建
物
と

変
わ
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

番
号
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

□
届
出
に
必
要
な
も
の

・
住
居
新
築
届

・
建
築
確
認
済
証
の
写
し

・
位
置
図
（
建
物
所
在
地
の
地

図
）
の
写
し

・
配
置
図
（
敷
地
内
で
建
物
の

位
置
と
接
す
る
公
道
と
建
物

の
玄
関
と
の
位
置
関
係
が
わ

か
る
も
の
）
の
写
し

・
１
階
平
面
図
（
寸
法
が
入
っ

た
も
の
）
の
写
し

□
住
居
表
示
を
実
施
し
て
い
る

区
域

・
富
士
一
丁
目
か
ら
三
丁
目

・
西
小
泉
一
丁
目
か
ら
五
丁
目

・
中
央
一
丁
目
か
ら
三
丁
目

・
朝
日
一
丁
目
か
ら
五
丁
目

・
東
小
泉
一
丁
目
か
ら
三
丁
目

・
城
之
内
一
丁
目
か
ら
五
丁
目

・
北
小
泉
一
丁
目
か
ら
四
丁
目

・
い
ず
み
一
丁
目
か
ら
二
丁
目

・
坂
田
一
丁
目
か
ら
七
丁
目

・
仙
石
一
丁
目
か
ら
四
丁
目

・
住
吉

・
日
の
出

・
丘
山

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
。

　
住
居
表
示
区
域
内
の
新
築
・
改
築
は
住
居
新
築
届
を
！

住
民
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
２
５

　
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
の
健
康
の
保

持
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
に
検

診
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

□
対
象

・
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、
国
民
健
康

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世

帯
の
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
町
内
在
住
の
人

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
人

□
申
請
方
法
　
人
間
ド
ッ
ク
検

診
の
受
診
後
に
、
国
保
介
護

課
に
次
の
書
類
を
持
参
し
、

申
請
す
る
（
人
間
ド
ッ
ク
検

診
の
受
診
に
つ
い
て
は
、
各

自
で
医
療
機
関
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）

□
持
参
す
る
物
　
人
間
ド
ッ
ク

検
診
費
の
領
収
書
、
検
診
結

果
報
告
書
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
振

込
先
の
分
か
る
も
の
（
預
金

通
帳
な
ど
）、
印
鑑

□
助
成
金
額
　
次
の
金
額
を
限

度
と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
検

診
費
の
６
割
の
額
を
助
成

・
日
帰
り
ド
ッ
ク
…
２
万
円

・
一
泊
ド
ッ
ク
…
３
万
円

・
脳
ド
ッ
ク
…
３
万
円

□
注
意
事
項

・
日
帰
り
ド
ッ
ク
ま
た
は
一
泊

ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
１
年

度
に
１
回
、
脳
ド
ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
５
年
度
に
１
回
の

助
成
と
な
り
ま
す

・
同
一
年
度
内
に
複
数
の
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
場
合

は
、
い
ず
れ
か
の
人
間
ド
ッ

ク
が
そ
の
年
度
の
助
成
申
請

の
対
象
と
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
国
保
介
護
課
国

民
健
康
保
険
係
へ
。

　
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

国
保
介
護
課
　
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５
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町
で
は
、
地
域
医
療
の
充
実

を
図
る
た
め
、
看
護
職
員
を
養

成
す
る
学
校
な
ど
の
新
入
学
生

ま
た
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
、

入
学
金
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

□
申
請
受
付
期
間
　
４
月
１
日

晶
～
入
学
か
ら
６
か
月
以
内

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

□
受
付
時
間
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
１５

□
補
助
対
象
　
今
年
度
、
保
健

師
助
産
師
看
護
師
法
の
規
定

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
学
校
ま

た
は
保
健
師
養
成
所
、
助
産

師
養
成
所
、看
護
師
養
成
所
、

准
看
護
師
養
成
所
に
入
学
し

た
人
で
、
入
学
時
、
町
内
に

住
所
が
あ
る
人
。
ま
た
は
、

通
学
の
た
め
町
外
に
転
出
し

た
人
。
た
だ
し
、
補
助
対
象

者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
員

に
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

が
い
る
場
合
は
補
助
対
象
か

ら
除
き
ま
す

□
補
助
金
額
　
　
万
円
を
上
限

１０

と
し
て
、
学
校
な
ど
に
支

払
っ
た
入
学
金
の
２
分
の
１

に
相
当
す
る
額
（
１
０
０
０

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
切
り
捨
て
。
補
助
対
象
者

１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

□
申
請
方
法
　
必
要
書
類
を
持

参
の
上
、
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
申
し
込
む

□
必
要
書
類
　
大
泉
町
看
護
職

員
入
学
金
補
助
金
交
付
申
請

書
、
入
学
金
の
領
収
書
ま
た

は
入
学
金
と
し
て
支
払
っ
た

額
を
証
す
る
書
類
、
学
校
な

ど
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
を

証
す
る
書
類
、
補
助
対
象
者

の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
員
に

町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
す
る
書
類
、
補
助
対
象
者

の
住
民
票
写
し
も
し
く
は
住

民
票
の
除
票
の
写
し
ま
た
は

戸
籍
の
附
票
、
振
込
先
を
確

認
で
き
る
も
の
（
金
融
機
関

の
口
座
、
名
義
人
の
写
し
な

ど
）、
印
鑑

※
町
税
等
調
査
閲
覧
同
意
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
、

省
略
で
き
る
書
類
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り

課
へ
。

　
看
護
職
員
入
学
金
補
助
金
の
交
付

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

平成２８年度

納期を守りましょう！

納期一覧表

※納期を守って納めましょう。詳しくは、

収納課（内線１５４）へ。

税目納期限

１期固定資産税２日捷５月

１期軽自動車税３１日昇５月

１期町県民税３０日昭６月

２期

１期

１期

１期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

１日捷８月

２期

２期

２期

２期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３１日昌８月

３期

３期

３期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３０日晶９月

３期

４期

４期

４期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３１日捷１０月

３期

５期

５期

５期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３０日昌１１月

４期

６期

６期

６期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２６日捷１２月

４期

７期

７期

７期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

年

３１日昇

平成２９

１月

８期

８期

８期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２８日昇２月
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町
で
は
、
大
人
の
風
し
ん
お

よ
び
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
の
費
用
を
一
部
助
成
し
ま

す
。
費
用
の
助
成
は
１
回
限
り

で
す
。
な
お
、
予
防
接
種
費
用

が
助
成
金
額
に
満
た
な
い
場
合

は
、
接
種
費
用
が
助
成
金
額
と

な
り
ま
す
。

【
風
し
ん
予
防
接
種
】

□
対
象
　
接
種
日
当
日
に
町
内

に
住
所
が
あ
る
人
で
、
妊
娠

を
希
望
す
る
夫
婦
ま
た
は
妊

婦
の
夫
（
婚
姻
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

人
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
を

含
む
風
し
ん
予
防
接
種
を
２

回
以
上
受
け
た
こ
と
の
あ
る

人
、
妊
娠
中
お
よ
び
妊
娠
の

疑
い
の
あ
る
人
は
除
く
）

□
助
成
金
額

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
…
３

０
０
０
円

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
…
５
０
０
０
円

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
】

□
対
象
　
接
種
日
当
日
に
町
内

に
住
所
が
あ
る
人
で
、
今
年

度
定
期
接
種
の
生
年
月
日
に

該
当
し
な
い
　
歳
以
上
の
人

７５

（
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人

は
除
く
）

□
助
成
金
額
　
２
０
０
０
円

□
注
意
事
項
　
町
の
費
用
助
成

を
受
け
る
と
、
定
期
接
種
の

年
齢
に
な
っ
た
際
対
象
外
と

な
り
ま
す
の
で
、
接
種
前
に

説
明
を
受
け
、
納
得
し
た
上

で
接
種
を
受
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す

【
共
通
事
項
】

□
申
請
方
法
　
必
要
書
類
を
持

参
の
上
、
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
申
し
込
む

□
必
要
書
類

・
予
防
接
種
費
用
助
成
金
交
付

申
請
書

・
医
療
機
関
の
領
収
書（
原
本
。

接
種
者
氏
名
、
ワ
ク
チ
ン
の

種
類
、
接
種
年
月
日
お
よ
び

接
種
金
額
の
記
載
の
あ
る
も

の
、
振
込
口
座
の
確
認
が
で

き
る
も
の
）

・
印
鑑

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課
へ
。

　
大
人
の
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

　
町
で
は
、「
指
導
や
講
義
を
し

て
い
た
だ
け
る
人
（
登
録
者
）」

と
「
指
導
や
講
義
を
希
望
す
る

人
（
利
用
者
）」
を
つ
な
ぐ
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
人
材
バ
ン
ク
」

（
以
下
、
人
材
バ
ン
ク
）
を
実
施

し
ま
す
。生
涯
学
習
、
芸
術
、
文

化
、
福
祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
知
識
や
技
能
を
お
持
ち
の

人
は
、
ぜ
ひ
人
材
バ
ン
ク
に
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。
登
録
者

の
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

tp://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.

jp/

）
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

□
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
で
き
る

人
　
持
っ
て
い
る
知
識
や
技

能
を
教
え
た
い
、
ま
ち
づ
く

り
に
い
か
し
た
い
と
考
え
て

い
る
個
人
や
団
体（
た
だ
し
、

政
治
、
宗
教
ま
た
は
営
利
を

活
動
目
的
と
す
る
も
の
な
ど

は
除
き
ま
す
）

□
人
材
バ
ン
ク
登
録
方
法
　
登

録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
国
際
協
働
課
へ
直

接
申
し
込
む
。
書
類
審
査
の

後
、
登
録
の
可
否
を
決
定

□
登
録
情
報
の
公
表
　
人
材
バ

ン
ク
に
登
録
し
た
人
・
団
体

の
登
録
情
報
を
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

□
公
表
す
る
情
報
　
氏
名
や
団

体
名
、
知
識
や
技
能
な
ど
の

分
野
と
そ
の
内
容
、
指
導
対

象
者
、
指
導
経
験
お
よ
び
経

費
、
自
己
紹
介
で
す

□
人
材
バ
ン
ク
を
利
用
で
き
る

人
　
住
民
の
皆
さ
ん
、
団
体

な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、政
治
、

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
人
材
バ
ン
ク
が
ス
タ
ー
ト

国
際
協
働
課
　
　
　
　
内
線
２
１
３
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宗
教
ま
た
は
営
利
を
活
動
目

的
と
す
る
も
の
な
ど
は
除
き

ま
す
）

□
人
材
バ
ン
ク
の
利
用
方
法
　

利
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
国
際
協
働
課
へ

直
接
申
し
込
む
。
利
用
申
込

書
の
内
容
を
確
認
し
、
登
録

者
に
国
際
協
働
課
か
ら
連
絡

を
し
、
そ
の
後
は
、
利
用
希

望
者
と
登
録
者
の
間
で
、
直

接
調
整
を
行
い
ま
す

※
登
録
申
請
書
な
ど
の
様
式

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
国
際
協
働
課
へ
。

　
町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で

職
員
（
新
規
採
用
お
よ
び
退
職

者
を
含
む
）
の
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

【
部
長
職
】

■
企
画
部
長
　
竹
内
寿
治
（
社
会

福
祉
部
副
部
長
兼
福
祉
課
長
）

■
財
務
部
長
兼
会
計
管
理
者
　

宮
永
孝
雄
（
企
画
部
長
）

■
住
民
生
活
部
長
　
新
井
尚
雄

（
住
民
経
済
部
長
）

■
教
育
部
長
　
松
島
則
光
（
生

活
環
境
部
長
）

■
議
会
事
務
局
長
　
金
井
伯
夫

（
教
育
部
長
）

【
副
部
長
職
】

■
企
画
部
副
部
長
兼
企
画
課

長
　
加
藤
博
惠
（
企
画
部
国

際
協
働
課
長
）

■
健
康
推
進
部
副
部
長
兼
健
康

づ
く
り
課
長
　
石
井
　
有
（
健

康
推
進
部
健
康
づ
く
り
課
長
）

■
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
所
長（
派
遣
）　
楢
原

康
夫
（
大
泉
町
外
二
町
環
境

衛
生
施
設
組
合
副
所
長
）

【
課
長
職
】

■
総
務
部

□
秘
書
課
長
　
田
部
井
久
幸

（
住
民
経
済
部
商
工
振
興
課

商
工
振
興
係
長
）

□
安
全
安
心
課
長
　
笠
松
弘
美

（
総
務
部
安
全
安
心
課
危
機

管
理
係
長
）

■
企
画
部

□
広
報
情
報
課
長
　
酒
井
　
清

（
総
務
部
秘
書
課
長
）

□
国
際
協
働
課
長
　
岩
瀬
光
裕

（
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興

課
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
係
長
）

■
財
務
部

□
契
約
管
財
課
長
　
恩
田
多
加

志（
総
務
部
契
約
検
査
課
長
）

□
税
務
課
長
　
千
吉
良
輝
夫

（
企
画
部
広
報
情
報
課
長
）

□
収
納
課
長
　
村
田
浩
二
（
都

市
建
設
部
都
市
整
備
課
都
市

整
備
係
長
）

■
社
会
福
祉
部

□
福
祉
課
長
　
金
井
隆
浩
（
財

務
部
収
納
課
長
）

□
子
育
て
支
援
課
長
　
宮
永
健

一
（
社
会
福
祉
部
子
育
て
支

援
課
子
育
て
支
援
係
長
）

■
健
康
推
進
部

□
国
保
介
護
課
長
　
岩
瀬
和
重

（
住
民
経
済
部
商
工
振
興
課
長
）

■
住
民
生
活
部

□
住
民
課
長
　
萩
口
由
恵
（
住

民
経
済
部
住
民
課
住
民
係
長
）

□
商
工
振
興
課
長
　
石
川
　
肇

（
住
民
経
済
部
商
工
振
興
課

企
業
誘
致
係
長
）

□
農
政
課
長
　
多
々
木
伸
二

（
住
民
経
済
部
農
政
課
長
）

□
環
境
課
長
　
坂
本
藤
夫
（
生

活
環
境
部
環
境
課
長
）

■
都
市
建
設
部

□
下
水
道
課
長
　
今
井
靖
浩

（
生
活
環
境
部
下
水
道
課
下

水
道
係
総
括
技
官
）

□
下
水
道
課
付
（
群
馬
東
部
水

道
企
業
団
派
遣
）　
萩
口
誠

一（
生
活
環
境
部
水
道
課
長
）

■
会
計
課
長
　
大
谷
ひ
と
み

（
企
画
部
企
画
課
長
）

■
教
育
部

□
学
校
教
育
課
長
　
中
本
　
晋

（
新
規
採
用
）

■
監
査
委
員
事
務
局
長
　
安
野

英
夫
（
財
務
部
税
務
課
長
）

■
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
副
所
長（
派
遣
）　
青

木
宜
尚
（
健
康
推
進
部
国
保

介
護
課
長
）

【
課
長
補
佐
職
】

■
健
康
推
進
部

□
健
康
づ
く
り
課
課
長
補
佐
　

岩
瀬
良
子
（
健
康
推
進
部
国

保
介
護
課
介
護
保
険
係
総
括

保
健
師
）

■
住
民
生
活
部

□
環
境
課
課
長
補
佐
兼
環
境
係

長
兼
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
　

石
塚
智
浩
（
教
育
部
生
涯
学

習
課
図
書
館
長
）

　
４
月
１
日
付
け

　
町
職
員
人
事
異
動

総
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
１
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■
教
育
部

□
生
涯
学
習
課
図
書
館
長
　
遠

藤
由
江
（
会
計
課
出
納
審
査

係
長
）

【
係
長
職
】

■
総
務
部

□
秘
書
課
秘
書
係
長
　
内
田
雅

史
（
企
画
部
企
画
課
企
画
調

整
係
主
査
）

□
安
全
安
心
課
危
機
管
理
係

長
　
臼
田
英
明
（
住
民
経
済

部
住
民
課
住
民
係
主
査
）

■
企
画
部

□
広
報
情
報
課
情
報
政
策
係
長

野
邉
陽
一
郎
（
企
画
部
広
報

情
報
課
情
報
政
策
係
主
査
）

■
財
務
部

□
契
約
管
財
課
契
約
検
査
係
長

髙
橋
直
樹
（
財
務
部
収
納
課

収
納
係
長
）

□
契
約
管
財
課
用
地
管
財
係
長

久
保
田
輝
己
（
財
務
部
財
政

課
用
地
管
財
係
長
）

□
収
納
課
収
納
係
長
　
村
田
学

史
（
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
文
化

振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興

係
主
査
）

■
社
会
福
祉
部

□
福
祉
課
障
害
福
祉
係
長
　
関

田
直
也
（
都
市
建
設
部
土
木

課
土
木
係
長
）

□
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

係
長
　
並
木
　
守
（
議
会
事

務
局
庶
務
係
長
兼
議
事
調
査

係
長
）

■
健
康
推
進
部

□
国
保
介
護
課
介
護
保
険
係
総

括
保
健
師
　
竹
村
範
江
（
健

康
推
進
部
健
康
づ
く
り
課
総

括
保
健
師
）

□
健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り

係
長
　
大
澤
弘
美
（
都
市
建

設
部
建
築
課
管
理
係
長
）

■
住
民
生
活
部

□
住
民
課
住
民
係
長
　
青
木
伸

江
（
住
民
経
済
部
住
民
課
住

民
係
主
幹
）

□
住
民
課
町
民
相
談
係
長
　
松

森
裕
子
（
企
画
部
国
際
協
働

課
国
際
協
働
係
主
幹
）

□
商
工
振
興
課
企
業
誘
致
係
長

根
岸
典
生
（
生
活
環
境
部
環

境
課
環
境
係
長
兼
衛
生
セ
ン

タ
ー
所
長
）

□
商
工
振
興
課
商
工
振
興
係
長

須
永
真
希
夫
（
生
活
環
境
部

下
水
道
課
下
水
道
係
長
）

□
農
政
課
農
業
振
興
係
長
　
岩

瀬
隆
久
（
住
民
経
済
部
農
政

課
農
業
振
興
係
長
）

■
都
市
建
設
部

□
土
木
課
土
木
係
長
　
福
田
信

之
（
財
務
部
税
務
課
資
産
税

係
主
幹
）

□
建
築
課
管
理
係
長
　
川
上
和

良
（
健
康
推
進
部
健
康
づ
く

り
課
健
康
づ
く
り
係
長
）

□
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係
長

飯
田
幸
江
（
都
市
建
設
部
都
市

整
備
課
都
市
整
備
係
主
幹
）

□
下
水
道
課
庶
務
係
長
　
青

木
　
博
（
生
活
環
境
部
水
道

課
水
道
係
長
）

□
下
水
道
課
下
水
道
係
長
　
藤

見
和
子
（
財
務
部
税
務
課
資

産
税
係
主
幹
）

□
下
水
道
課
下
水
道
係
総
括
技

官
　
青
木
　
明
（
生
活
環
境
部

水
道
課
水
道
係
総
括
技
官
）

□
下
水
道
課
付
（
群
馬
東
部
水

道
企
業
団
派
遣
）　
伊
藤
博

康
（
生
活
環
境
部
水
道
課
浄

配
水
場
総
括
技
官
）

■
会
計
課
出
納
審
査
係
長
　
飯

塚
俊
文
（
会
計
課
出
納
審
査

係
主
幹
）

■
教
育
部

□
庶
務
課
庶
務
係
長
　
持
田
一

也
（
企
画
部
広
報
情
報
課
情

報
政
策
係
長
）

□
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長

岡
田
健
児
（
教
育
部
学
校
教

育
課
学
校
教
育
係
主
幹
）

□
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
ス
ポ
ー

ツ
文
化
振
興
係
長
　
髙
橋
義

晴
（
教
育
部
生
涯
学
習
課
図

書
館
奉
仕
管
理
係
主
幹
）

■
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
兼
議

事
調
査
係
長
　
久
保
田
研
二

（
財
務
部
財
政
課
財
政
係
主
査
）

【
課
員
】

■
総
務
部

□
秘
書
課
　
武
藤
晴
美
（
生
活

環
境
部
下
水
道
課
）

□
総
務
課
　
服
部
和
代
（
住
民

経
済
部
住
民
課
）、小
林
弘
明

（
総
務
課
付
）、側
島
美
香（
総

務
部
秘
書
課
）、
木
村
健
司

（
財
務
部
収
納
課
）

□
総
務
課
付（
県
派
遣
）　
小
林

由
幸
（
企
画
部
企
画
課
）

□
安
全
安
心
課
　
伊
東
雄
太

（
新
規
採
用
）

■
企
画
部

□
企
画
課
　
福
島
幸
平
（
健
康
推

進
部
健
康
づ
く
り
課
）、
侭
田
裕

子（
住
民
経
済
部
住
民
課
）

□
広
報
情
報
課
　
佐
藤
沙
織

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
図
書

館
）、細
堀
真
希（
新
規
採
用
）

□
国
際
協
働
課
兼
住
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
　
對
比
地
真
聖

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
）、
山

口
久
美
子
（
新
規
採
用
）、
糸

井
昌
信
（
再
任
用
）

■
財
務
部

□
財
政
課
　
久
保
田
晃
広
（
総

務
部
安
全
安
心
課
）

□
契
約
管
財
課
　
岩
瀬
春
宣

（
総
務
部
契
約
検
査
課
）

□
税
務
課
　
森
田
圭
悟
（
総
務

部
総
務
課
）、
武
内
　
円
（
社

会
福
祉
部
福
祉
課
）、
岩
瀨
尋

亮
（
社
会
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
）、丸
山
由
華（
新
規
採
用
）

□
収
納
課
　
篠
原
亮
太
（
企
画
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部
国
際
協
働
課
）、一
ノ
瀬
貴

弘
（
社
会
福
祉
部
福
祉
課
）、

宮
澤
康
夫
（
再
任
用
）

■
社
会
福
祉
部

□
福
祉
課
　
井
上
千
恵
子
（
住

民
経
済
部
商
工
振
興
課
）、

森
　
拓
洋（
財
務
部
税
務
課
）

□
高
齢
福
祉
課
　
齊
藤
輝
男

（
住
民
経
済
部
商
工
振
興
課
）

□
子
育
て
支
援
課
　
村
本
美
保

（
住
民
経
済
部
商
工
振
興

課
）、
荻
野
公
子
（
教
育
部
学

校
教
育
課
）

□
子
育
て
支
援
課
南
保
育
園
　

大
里
理
絵
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
北
保
育
園
）、大

島
菜
月
（
新
規
採
用
）

□
子
育
て
支
援
課
北
保
育
園
　

藤
田
奈
々
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
南
保
育
園
）、君

島
美
鈴
（
社
会
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
西
保
育
園
）

□
子
育
て
支
援
課
西
保
育
園
　

片
山
理
絵
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
）、
堀
越
里
菜

（
社
会
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
南
保
育
園
）

■
健
康
推
進
部

□
国
保
介
護
課
　
森
　
祐
司

（
財
務
部
収
納
課
）、
侭
田
　

隆
（
再
任
用
）

□
健
康
づ
く
り
課
　
千
吉
良
恵

美
（
総
務
部
総
務
課
）

■
住
民
生
活
部

□
住
民
課
　
田
部
井
直
美
（
住

民
経
済
部
住
民
課
）、川
島
聡

美
（
住
民
経
済
部
住
民
課
）、

栗
原
健
児
（
住
民
経
済
部
住

民
課
）、
井
田
卓
宏
（
住
民
経

済
部
住
民
課
）、
本
田
梨
香

（
総
務
部
総
務
課
）、
服
部
一

江
（
住
民
経
済
部
住
民
課
）、

松
本
麻
里
（
総
務
部
総
務

課
）、
町
田
保
奈
実
（
生
活
環

境
部
環
境
課
）、
福
澤
ひ
と
み

（
住
民
経
済
部
住
民
課
）、
須

藤
静
流
（
住
民
経
済
部
住
民

課
）、
長
谷
川
　
剛
（
住
民
経

済
部
住
民
課
）、
井
達
房
一

（
再
任
用
）

□
商
工
振
興
課
　
髙
溝
　
透

（
住
民
経
済
部
商
工
振
興

課
）、
野
口
昌
範
（
住
民
経
済

部
商
工
振
興
課
）、横
田
い
づ

み
（
住
民
経
済
部
商
工
振
興

課
）、
島
山
　
竜
（
財
務
部
収

納
課
）、
狩
野
大
樹
（
住
民
経

済
部
商
工
振
興
課
）、椎
名
香

織
（
住
民
経
済
部
住
民
課
）、

楢
原
達
也（
財
務
部
財
政
課
）

□
農
政
課
　
齊
藤
綾
乃
（
住
民

経
済
部
農
政
課
）、

□
農
政
課
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
　
鈴
木
広
季（
新
規
採
用
）

□
環
境
課
　
手
塚
由
紀
子
（
住

民
経
済
部
農
政
課
兼
農
業
委

員
会
事
務
局
）、
根
岸
真
純

（
生
活
環
境
部
環
境
課
）、
佐

藤
直
樹
（
生
活
環
境
部
環
境

課
）、
内
田
直
希
（
生
活
環
境

部
環
境
課
）

■
都
市
建
設
部

□
土
木
課
　
川
島
利
行
（
再
任

用
）

□
都
市
整
備
課
　
山
岸
洋
平

（
生
活
環
境
部
水
道
課
）

□
下
水
道
課
　
川
島
史
彦
（
生

活
環
境
部
下
水
道
課
）、鈴
木

孝
明
（
生
活
環
境
部
下
水
道

課
）、
黒
尾
将
之
（
生
活
環
境

部
下
水
道
課
）

□
下
水
道
課
付
（
群
馬
東
部
水

道
企
業
団
派
遣
）　
茂
木
祐

二
（
都
市
建
設
部
都
市
整
備

課
）、
内
田
真
一
（
生
活
環
境

部
水
道
課
）、
堀
越
美
由
紀

（
生
活
環
境
部
水
道
課
）、
若

林
孝
幸
（
生
活
環
境
部
水
道

課
）、
毒
嶋
一
夫
（
再
任
用
）

■
会
計
課
　
門
馬
彩
佳
（
新
規

採
用
）

■
教
育
部

□
学
校
教
育
課
　
岡
部
有
紀
子

（
新
規
採
用
）、野
村
展
弘（
教

育
部
生
涯
学
習
課
公
民
館
）

□
生
涯
学
習
課
　
北
詰
奈
央
実

（
財
務
部
税
務
課
）

□
生
涯
学
習
課
公
民
館
　
内
田

夕
子
（
社
会
福
祉
部
高
齢
福

祉
課
）

□
生
涯
学
習
課
図
書
館
　
小
畠

夕
希
（
新
規
採
用
）

□
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
　
渡

辺
智
文
（
健
康
推
進
部
国
保

介
護
課
）

【
退
職
者
】
（
３
月
　
日
付
け
）

３１

　
井
達
清
久
（
財
務
部
長
）、
峯

﨑
平
弥
（
議
会
事
務
局
長
）、
井

達
房
一
（
総
務
部
副
部
長
兼
安

全
安
心
課
長
）、
宮
澤
康
夫
（
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）、石
井

正
好
（
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛

生
施
設
組
合
所
長
（
派
遣
））、

荒
田
幸
江
（
社
会
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
長
）、
糸
井
昌
信
（
住

民
経
済
部
住
民
課
長
）、松
本
文

勝
（
生
活
環
境
部
下
水
道
課

長
）、
岩
上
秀
明
（
教
育
部
学
校

教
育
課
長
）、
侭
田
　
隆
（
監
査

委
員
事
務
局
長
）、
毒
嶋
一
夫

（
生
活
環
境
部
水
道
課
浄
配
水

場
長
）、
川
幡
ひ
と
み
（
総
務
部

秘
書
課
秘
書
係
長
）、吉
橋
貴
子

（
社
会
福
祉
部
福
祉
課
障
害
福

祉
係
長
）、
大
塚
公
美
代
（
教
育

部
庶
務
課
庶
務
係
長
）、竹
田
淳

一
（
教
育
部
学
校
教
育
課
学
校

教
育
係
長
）、
鏑
木
あ
ゆ
み
（
企

画
部
国
際
協
働
課
国
際
協
働
係

主
任
（
群
馬
県
実
務
研
修
職

員
））、
長
谷
川
結
花
（
企
画
部

広
報
情
報
課
広
報
広
聴
係
主

事
）、
大
塚
加
代
子
（
総
務
課
課

付
主
査
（
再
任
用
））、
川
島
利

行
（
都
市
建
設
部
土
木
課
工
手

技
手
兼
運
転
技
手
（
再
任
用
））

新規採用職員
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平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
、

２５

３１

町
の
助
成
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず

れ
か
を
接
種
し
た
人
の
う
ち
、
接

種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、

医
療
機
関
を
受
診
し
た
人
は
、
接

種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ
る

と
、
医
療
費
・
医
療
手
当
が
支
給

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
請
求
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品

　
農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
農
地

法
第
３
条
・
第
４
条
・
第
５
条
の

許
可
申
請
受
付
期
間
を
変
更
し
ま

す
。
　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
５
月
よ

り
農
業
委
員
会
総
会
開
催
日
も
変

更
し
ま
す
。

□
許
可
申
請
の
受
付
期
間
　
毎
月

　
日
～
　
日
（
土
・
日
曜
日
、

２０

２４

祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
開
庁
日

が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）

□
農
業
委
員
会
総
会
の
開
催
日
　

毎
月
８
日
前
後
（
開
催
日
は
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
（
内
線
１
３
５
）
へ
。

　
町
で
は
生
活
排
水
に
よ
る
水
質

汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
補
助
金
額
が

２８

変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
変
更
と
な
る
補
助
金
額

は
新
規
設
置
の
み
で
、
転
換
設
置

す
る
際
の
補
助
金
額
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

□
新
規
設
置

・
５
人
槽
…
　
万
３
０
０
０
円

１２

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の

・
７
人
槽
…
　
万
７
０
０
０
円

１５

・
　
人
槽
…
　
万
円

１０

２１

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内
線
１

３
２
）
へ
。

　
町
は
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
公
共

用
地
の
取
得
、
管
理
、
処
分
な
ど

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
秩

序
あ
る
整
備
と
地
域
住
民
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
昭
和
　
年
４
月
１
日
に
邑
楽

４９

町
、
千
代
田
町
と
共
同
で
西
邑
楽

土
地
開
発
公
社
を
設
立
し
ま
し

た
。
　
そ
の
後
、
住
宅
用
地
や
公
共
施

設
用
地
な
ど
の
先
行
取
得
を
行

い
、　

年
以
上
に
わ
た
っ
て
ま
ち

４０

づ
く
り
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た

が
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す

る
な
か
、
公
共
事
業
も
減
少
す
る

な
ど
、
西
邑
楽
土
地
開
発
公
社
を

活
用
し
た
土
地
先
行
取
得
の
依
頼

が
減
少
し
、
町
に
と
っ
て
西
邑
楽

土
地
開
発
公
社
自
体
の
存
在
意
義

が
乏
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
た
め
当
初
の
目
的
を
達
成
し
た

と
し
て
平
成
　
年
３
月
　
日
付
け

２８

３１

で
設
立
団
体
か
ら
脱
退
し
ま
し

た
。

※
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
（
内

線
２
０
７
）
へ
。

浄
化
槽
設
置
補
助
金
額

を
一
部
変
更
し
ま
す

環
境
課

農
地
の
許
可
申
請
受
付

期
間
を
変
更
し
ま
す

農
業
委
員
会
事
務
局

【町内の放射線量の測定結果】

　平成２７年４月より測定値が安定傾向にあること

から、測定頻度を２か月に１回（偶数月）、測定地

点を２７地点として測定を実施しています。今後も

調査を継続し、結果は随時広報おおいずみや町

ホームページにてお知らせします。町ホームペー

ジをご覧になれない人には環境課で測定結果を配

布していますので、ご利用ください。

【水道水の安全性】

　３月２日、１６日に町内２か所の浄配水場と、３

月２９日に東部地域水道事務所（千代田町）で放射

性物質の検査を行った結果、それぞれ放射性物質

は検出されず、飲用に支障がないことが確認され

ています。

【被災者への支援（３月３１日現在）】

□義援金総額　１,７８２万９,７２９円

東日本大震災関連情報
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済

制
度
に
基
づ
く
救
済
措
置

健
康
づ
く
り
課

西
邑
楽
土
地
開
発
公
社

の
設
立
団
体
か
ら
脱
退

都
市
整
備
課

　
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た

高

機

能

消

防

指

令

セ
ン

タ
ー
・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
シ
ス
テ
ム
が
４
月
１
日

か
ら
運
用
開
始
し
ま
し
た
。

　
最
新
の
情
報
通
信
技
術
を

駆
使
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
火
災
・
救
急
は
も

と
よ
り
、
地
震
や
集
中
豪
雨

と
い
っ
た
自
然
災
害
に
対
し

て
も
、
よ
り
迅
速
・
的
確
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

□
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら
の
通
報
も
１

高
機
能
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
運
用
開
始

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
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医
療
機
器
総
合
機
構（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

の
相
談
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

□
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
救
済
制
度
相
談
窓

口
　
緯
０
１
２
０
・
１
４
９
・

９
３
１
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を

利
用
で
き
な
い
場
合
は
、緯
　
・
０３

３
５
０
６
・
９
４
１
１
）

※
受
付
時
間
は
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
月
～
金
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
で
す
。詳
し
く
は
、

健
康
づ
く
り
課
（
緯
　
・
２
６
３

５５

２
）
へ
。

　「
ち
ょ
っ
と
し
た
仕
事
を
頼
み

た
い
と
き
に
、
ど
こ
に
依
頼
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
お
困

り
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
し
か
も
、
経
費
は
で
き
る
だ

け
抑
え
た
い
。
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
は
、
そ
ん
な
お
困
り
ご

と
を
解
決
し
ま
す
。

□
仕
事
内
容
　
植
木
の
 剪
 定
、
除

せ
ん

草
、
除
草
剤
散
布
、
大
工
仕
事
、

清
掃
、
後
片
づ
け
、
チ
ラ
シ
配

布
、
駐
車
場
管
理
、
パ
ソ
コ
ン

指
導
、
障
子
・
ふ
す
ま
・
網
戸

の
張
り
替
え
、
家
事
手
伝
い
、

家
事
援
助
、
事
務
、
犬
の
散
歩

な
ど

【
会
員
の
募
集
】

　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

　
歳
以
上
の
元
気
な
会
員
が
豊
か

６０な
経
験
と
知
識
、
特
技
を
生
か
し

な
が
ら「
働
く
喜
び
と
社
会
参
加
」

を
目
指
し
、
臨
時
的
、
短
期
的
な

仕
事
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に

よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
ち
た
い
と
日
々
活
動
し
て
い
る

団
体
で
す
。

　
お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
す

る
に
は
、
た
く
さ
ん
の
会
員
を
必

要
と
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会

員
と
な
り
力
を
発
揮
し
ま
せ
ん

か
。
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
受
注
の
多
い
植
木
剪

定
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
仕
事
の
依
頼
方
法
や
会
員
募
集

の
詳
細
な
ど
は
、
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p://w
w
w
1
2
.w
ind
.ne.jp/oizum

i.sil

v
e
r/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
２
２
３
０
）
へ
。

６１

情報情報くらしの Information

□納期限　５月２日捷

□今月の納期

・固定資産税　　　　　　　　　１期

※口座の再振替で納付した場合、一定金額を

超えると延滞金がかかる場合がありますの

で、口座残高にご注意ください。

【延長窓口】

□期日　４月１３日、２０日、２７日および５月

１１日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　４月１６日、２３日、３０日および５月

７日、１４日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課

※内容によっては受付ができないこともあり

ますので、事前にご確認ください。詳しくは、

各担当課へ。

今月の納期

前月対比３月末日現在の数

－７９４１,１７８　人
人 口

(＋３７)(６,８１９　人)

－２１２１,５０２　人
男

(＋１７)(３,７０８　人)

－５８１９,６７６　人
女

(＋２０)(３,１１１　人)

＋４３１８,５７１世帯
世帯数

(＋３８）(３,４５５世帯)

出  生　２４人　　死  亡　２７人

(　)内は外国人数・世帯数

先月の１１９番

時間外窓口

町の人口と世帯

平成２８年累計３月分

３（３）件１（１）件
△火 災 発 生

（　）内は建物火災

調査中調査中△損 害 額

３８２件１３５件△救 急 出 動

５２件１９件 煙交 通 事 故

２４７件８９件 煙急 病

８３件２７件 煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

刈

侃

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

１
９
番
で
通
報
で
き
ま

す
　
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
従
来
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

通
報
番
号
（
　
・
９
９
１

３２

９
）
か
ら
変
更
と
な
り
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら
の
通
報
で
も

１
１
９
番
で
通
報
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防

本
部
通
信
指
令
課
（
緯
　
・
３３

０
１
１
９
）
へ
。

お
任
せ
く
だ
さ
い
！

身

近

な

仕

事

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行

う
、
お
も
ち
ゃ
の
病
院
を
開
院
し

て
い
ま
す
。

□
期
日

・
大
泉
会
場
…
毎
月
第
４
日
曜
日

・
太
田
会
場
…
毎
月
第
２
日
曜
日

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所

・
大
泉
会
場
…
い
ず
み
の
杜
（
朝

日
４
の
７
の
１
）

・
太
田
会
場
…
太
田
市
外
三
町
広

域
清
掃
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
太
田
市
細
谷
町
６
０
４
の

１
）

□
内
容
　
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
の

修
理

□
対
象
　
太
田
市
・
大
泉
町
・
邑

楽
町
・
千
代
田
町
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人

□
申
込
方
法
　
当
日
、
各
会
場
へ

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料（
部
品
代
は
実
費
）

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内
線
１

３
２
）、ま
た
は
太
田
市
外
三
町
広

域
清
掃
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
緯
　
・
７
９
８
０
）、
い
ず
み
の

３３

杜
（
緯
　
・
０
０
３
５
）
へ
。

２０

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
く
わ
く
広
場
の

会
で
は
、設
立
記
念
イ
ベ
ン
ト「
う

た
と
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
を
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
４
月
　
日
　

２３

（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
分
（
午
後
１
時
開
場
）

３０
□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル
（
吉

田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
コ
ン
サ
ー
ト
、
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
、
お
菓
子
の
配
布

※
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
く

わ
く
広
場
の
会
・
岡
本
さ
ん
（
緯

０
８
０
・
６
３
０
３
・
１
１
８
４
）

へ
。

□
期
日
　
５
月
４
日
　（水）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
芝
生

広
場
（
邑
楽
町
中
野
３
９
２
４

の
１
）

【
苗
木
配
布
会
】

　
紅
ス
モ
モ
、
イ
チ
ジ
ク
、
ク
ル

メ
ツ
ツ
ジ
な
ど
５
種
類
の
苗
木
を

各
１
０
０
本
配
布
し
ま
す
。

□
時
間
・
配
布
数

・
午
前
　
時
～
…
各
苗
木
　
本

１０

６０

・
午
後
０
時
　
分
～
…
各
苗
木
　

３０

４０

本
□
対
象
　
緑
の
募
金
に
協
力
い
た

だ
い
た
人

【
花
苗
の
配
布
】

　
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
、
チ
ェ
リ
ー
セ
ー

ジ
、
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
５
種
類
の
花

苗
を
各
　
本
配
布
し
ま
す
。

５０

□
時
間
・
配
布
数

・
午
前
　
時
～
…
各
苗
　
本

１０

３０

・
午
後
０
時
　
分
～
…
各
苗
　
本

３０

２０

□
対
象
　
緑
の
募
金
に
協
力
い
た

だ
い
た
人

【
寄
せ
植
え
教
室
】

□
時
間

・
第
１
回
目
…
午
前
　
時
　
分
～

１０

３０

　
時
　
分

１１

３０

・
第
２
回
目
…
午
後
１
時
～
２
時

□
内
容
　
春
を
彩
る
寄
せ
植
え
教

室
□
講
師
　
 森
  田
  公
  通
 氏
（
グ
リ
ー

も
り
 
た
 
ま
さ
 
み
ち

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

□
定
員
　
各
　
人
（
定
員
に
な
り

３０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
　
４
月
　
日
　
～

１８

（月）

□
費
用
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

※
そ
の
ほ
か
、み
ど
り
の
相
談
室
、

各
種
教
室
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
緯

　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８□
期
日
　
 ５
月
　
日
　
　（
雨
天

２２

（日）

決
行
）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

（
午
前
８
時
受
付
開
始
）

□
場
所
　
志
部
公
園
相
撲
場
（
西

小
泉
５
の
６
）

□
対
象
　
大
泉
町
、
邑
楽
町
、
千

代
田
町
な
ら
び
に
周
辺
地
域
の

小
学
１
年
生
～
６
年
生

□
申
込
方
法
　
各
小
学
校
で
配
布

さ
れ
る
募
集
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
６２

８
６
６
０
）
も
し
く
は
Ｅ
メ
ー

ル
（info@

ora
ka
-jc.com

）、
ま

た
は
町
公
民
館
、
図
書
館
、
町

民
体
育
館
、
文
化
む
ら
へ
持
参

す
る

□
申
込
締
切
　
 ５
月
　
日
　

１４

（土）

※
詳
し
く
は
、
お
お
ら
か
青
年
会

議
所
・
君
島
静
夫
さ
ん
（
緯
０
９

０
・
９
０
０
４
・
６
８
８
６
）
へ
。

　
県
で
は
、
取
引
・
証
明
に
使
用

さ
れ
る
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定

期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
定

う
た
と
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
く
わ
く
広
場
の
会
・

岡
本
さ
ん

特
定
計
量
器
定
期
検
査

県
計
量
検
定
所

　
４
月
１
日
か
ら
電
力
の
小

売
全
面
自
由
化
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
ご
家
庭
で
使
う

電
気
は
、
各
地
域
の
特
定
の

電
力
会
社
か
ら
し
か
購
入
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
電
力

会
社
か
ら
の
購
入
に
加
え
、

国
の
登
録
を
受
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
者
か
ら
の
購
入
も

可
能
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な

料
金
メ
ニ
ュ
ー
、
電
気
と
他

の
サ
ー
ビ
ス
の
セ
ッ
ト
販
売

な
ど
、
自
由
に
選
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
電
気
を
売
る
事
業
者
に

は
、
契
約
を
結
ぶ
時
に
、
電

気
料
金
や
解
約
時
の
条
件
な

ど
を
消
費
者
に
十
分
説
明
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
に
説
明
を
聞
い
た
上
で

契
約
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

　
経
済
産
業
省
電
力
取
引
監

視
等
委
員
会
で
も
、
悪
質
な

事
業
者
へ
の
監
視
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
電
力
自
由
化

に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
窓
口

（
緯
０
５
７
０
・
０
２
８
・
５

５
５
）
へ
。

電
力
の

小
売
全
面
自
由
化

第
　
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

１７
お

お

ら

か

場

所

お
お
ら
か
青
年
会
議
所
・

君
島
静
夫
さ
ん

お

も

ち

ゃ

の

病

院

環
境
課

み

ど

り

の

集

い

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
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期
検
査
は
、
計
量
法
に
基
づ
い
て

行
う
も
の
で
す
の
で
、
必
ず
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
５
月
　
日
　
・
　
日
　

１３

（金）

１６

（月）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田
２
４

６
５
）

□
対
象

・
商
店
・
工
場
な
ど
で
業
務
用
に

使
用
す
る
も
の

・
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
・
病

院
な
ど
で
体
重
測
定
用
に
使
用

す
る
も
の

・
病
院
・
薬
局
・
診
療
所
な
ど
で

薬
の
調
剤
用
に
使
用
す
る
も
の

・
農
家
・
農
協
な
ど
で
農
産
物
の

出
荷
用
に
使
用
す
る
も
の

・
そ
の
他
、
取
引
・
証
明
に
使
用

す
る
も
の

□
検
査
実
施
者
　
県
計
量
協
会

※
こ
の
検
査
は
手
数
料
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
検
査
の
詳
細
な
ど
は

県
計
量
検
定
所
（
緯
０
２
７
・
２

６
３
・
２
４
３
６
）
ま
た
は
県
計

量
協
会
（
緯
０
２
７
・
２
６
３
・

８
２
１
７
）
へ
。

　
館
林
厚
生
病
院
に
将
来
医
師
と

し
て
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
医
科

大
学
生
な
ど
へ
「
医
師
育
成
修
学

資
金
」
を
貸
与
し
ま
す
。

　
こ
の
「
医
師
育
成
修
学
資
金
」

は
、
貸
与
終
了
後
に
一
定
期
間
、

館
林
厚
生
病
院
に
勤
務
す
る
こ
と

で
、
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

□
募
集
人
員
　
４
人

□
資
格
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
）

・
医
科
大
学
、
ま
た
は
医
科
大
学

院
に
お
い
て
医
学
を
履
修
す
る

課
程
に
在
学
す
る
人

・
館
林
厚
生
病
院
で
初
期
臨
床
研

修
を
行
う
人

・
大
学
に
お
い
て
医
学
を
履
修
す

る
課
程
を
修
了
し
、
医
師
国
家

資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人

□
貸
与
期
間
　
１
年
以
上
６
年
以

内
（
た
だ
し
、
館
林
厚
生
病
院

で
初
期
臨
床
研
修
を
行
う
人
に

つ
い
て
は
２
年
以
内
）

□
貸
付
額
　
月
額
　
万
円
（
年
額

１５

１
８
０
万
円
）

□
審
査
　
書
類
審
査
・
面
接
に
よ

り
決
定

□
申
込
方
法
　
申
請
書
に
記
入
の

上
、
戸
籍
抄
本
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
医
師
免
許
の
写
し
を
添

え
て
郵
送
す
る

※
申
請
書
は
、
館
林
厚
生
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ta
t

eb
a
ya
shikoseib

yoin.jp/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、

医
学
生
の
見
学
も
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
館
林
厚
生
病

院
人
事
秘
書
課
医
師
確
保
支
援
係

（
緯
　
・
３
１
４
０
）
へ
。

７２

　
平
成
　
年
歌
会
始
の
お
題
が

２９

「
野
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
歌
に
詠
む
場
合
は
、「
野
」
の
文

字
が
詠
み
込
ま
れ
て
て
い
れ
ば
よ

く
、「
野
火
」、「
視
野
」
の
よ
う
な

熟
語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

□
詠
進
期
間
　
９
月
　
日
　
ま
で

３０

（金）

（
消
印
有
効
）

※
詠
進
要
領
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.kuna

icho.g

o.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。詳
し
く
は
、宮
内
庁（
緯
　
・
０３

３
２
１
３
・
１
１
１
１
）
へ
。

　
県
立
大
泉
高
等
学
校
で

は
、
春
の
泉
農
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
４
月
　
日
松

２３

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～

２０

　
時
　
分

１１

３０

□
場
所
　
県
立
大
泉
高
等
学

校
生
物
生
産
南
棟
周
辺

（
北
小
泉
２
の
　
の
１
）

１６

□
販
売
品
目
（
品
物
が
売
り

切
れ
し
だ
い
終
了
）

・
野
菜
部
門
…
ナ
ス
苗
、

ピ
ー
マ
ン
苗
、ト
マ
ト
苗
、

キ
ュ
ウ
リ
苗
な
ど

・
草
花
部
門
…
サ
ル
ビ
ア
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ

チ
ュ
ニ
ア
、
そ
の
他
花
壇

苗
な
ど

・
バ
イ
オ
部
門
…
サ
ツ
マ
イ

モ
苗
、観
葉
植
物
苗
、ハ
ー

ブ
苗
な
ど

・
食
品
部
門
…
塩
麹
、
焼
き

そ
ば
、
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
、

焼
き
菓
子
、
プ
リ
ン

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
…
庭
木
、
花
木
苗

木
、
果
樹
苗
木
、
も
ち
つ

き
※
詳
し
く
は
、
県
立
大
泉
高

等
学
校
（
緯
　
・
３
５
６
４
）

６２

へ
。

春春春春春春春春春春
のののののののののの
泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉
農農農農農農農農農農
フフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェ

春
の
泉
農
フ
ェ
アアアアアアアアアアア

医
師
育
成
修
学
資
金

館
林
厚
生
病
院
人
事
秘
書
課

医
師
確
保
支
援
係

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

　金井健氏（北小泉１－９－３４　

緯６３・２２０１）が人権擁護委員とし

て、４月１日付けで法務大臣から委

嘱（再任）されました。

　人権擁護委員への相談は無料

で、秘密は厳守します。人権問題

でお困りの人は、お気軽にご相談

ください。

□町の人権擁護委員

・野村王男氏（中央１－１６－１　

緯６３・０４１６）

・川島千枝子氏（吉田１４８８－１８　

緯６２・４３６０）

・森智恵美氏（坂田６－１－５　

緯６３・６６２２）

※詳しくは、住民課町民相談係（内

線１３０）へ。

□期日　５月２２日掌

□時間　午前１０時～

□場所　文化むら大ホール棟大

ホール（朝日５－２４－１）

□対象　戸籍上昭和４１年に結婚

されたご夫妻

※該当と見込まれるご夫妻には、

４月中旬に案内状を郵送します。

案内状が届かない場合は、４月２８

日昭までに、高齢福祉課へご連絡

ください。詳しくは、高齢福祉課

（緯５５・２６３１）へ。

平

成
　

年

歌

会

始

２９

宮
内
庁

合同金婚式を開催しま合同金婚式を開催しますす

人権擁護委員の委嘱
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４
月
１
日
よ
り
県
保
健
福
祉
事

務
所
の
組
織
変
更
に
伴
い
業
務
を

所
管
す
る
事
務
所
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

□
移
管
す
る
業
務
と
所
管
区
域

・
助
産
施
設
、
母
子
生
活
支
援
施

設
へ
の
入
所
事
務
な
ど
…
邑
楽

郡
・
介
護
保
健
事
業
者
指
定
申
請
・

変
更
届
…
館
林
市
、
邑
楽
郡

・
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
（
支
給
申
請
窓
口
は
従

来
ど
お
り
町
役
場
）
…
邑
楽
郡

※
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
の
名
称

が
「
太
田
保
健
福
祉
事
務
所
」
に

変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
健

康
福
祉
課
（
緯
０
２
７
・
２
２
６
・

２
５
１
１
）
へ
。

　
各
児
童
館
で
は
、「
あ
か
ち
ゃ
ん

広
場
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

□
期
日
　
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

（
初
回
は
４
月
　
日
　
）

１９

（火）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

□
内
容
　
リ
ズ
ム
遊
び
や
親
子
遊

び
、
育
児
相
談
な
ど

□
対
象
　
お
お
む
ね
１
歳
未
満
の

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

※
詳
し
く
は
、
各
児
童
館
へ
。

・
東
児
童
館
…
緯
　
・
０
１
３
３

６２

・
西
児
童
館
…
緯
　
・
４
６
８
９

６２

・
南
児
童
館
…
緯
　
・
１
７
２
１

６３

・
北
児
童
館
…
緯
　
・
３
８
２
０

６３

　
館
林
土
木
事
務
所
で
は
、
花
と

緑
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
活
動
団
体

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
支
援
す
る
活
動
　
県
管
理
の
道

路
や
河
川
な
ど
公
共
施
設
で
の

除
草
、
花
緑
の
植
栽
、
側
溝
清

掃
を
含
む
活
動
（
一
団
体
に
つ

き
、
一
申
請
と
な
り
ま
す
。
空

き
缶
・
ご
み
拾
い
の
み
の
活
動

は
対
象
外
、
除
草
剤
散
布
は
対

象
外
で
す
）

□
支
援
す
る
団
体
　
構
成
員
が
　１０

人
以
上
の
自
治
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
、
平
成
　２８

年
４
月
か
ら
平
成
　
年
２
月
末

２９

ま
で
の
間
に
３
回
以
上
、
館
林

市
お
よ
び
邑
楽
郡
内
で
活
動
を

行
う
団
体

□
助
成
金
額
　
２
万
円

□
申
請
期
限
　
６
月
　
日
　
　

１０

（金）

（
当
日
消
印
有
効
）

□
申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
書
に

記
入
の
上
、
館
林
土
木
事
務
所

施
設
管
理
係
へ
直
接
、
ま
た
は

郵
送
（
〒
　
０
０
５
２
　
館
林

３７４

市
栄
町
　
の
１
）
で
申
請
す
る

２３

※
申
請
書
は
、
土
木
事
務
所
、
役

場
都
市
整
備
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.p
re
f.g
u
n
m
a
.jp
/

）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
館
林
土
木
事
務
所
（
緯
　
・
７２

４
３
５
５
）
へ
。

　
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川

事
務
所
川
俣
出
張
所
で
は
、
河
川

愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

□
活
動
内
容
　
日
常
生
活
の
範
囲

内
で
知
り
得
た
河
川
の
情
報
を

河
川
管
理
者
に
連
絡
す
る
こ
と

□
期
間
　
７
月
１
日
～
平
成
　
年
３０

６
月
　
日
（
２
年
間
）

３０

□
対
象
河
川
　
利
根
川

□
応
募
資
格
　
利
根
川
付
近
に
住

む
満
　
歳
以
上
の
人

２０

□
手
当
　
支
給
（
予
定
）

□
応
募
締
切
　
５
月
６
日
　（金）

※
詳
し
く
は
、
国
土
交
通
省
利
根

川
上
流
河
川
事
務
所
川
俣
出
張
所

（
緯
０
４
８
・
５
６
３
・
１
９
９
２
）

へ
。

　
日
本
語
を
学
び
た
い
外
国
人
住

民
へ
の
日
本
語
の
教
え
方
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
ぶ
た
め
の
講
座
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
日
本
語
を
教
え

た
経
験
が
な
い
人
も
受
講
で
き
ま

す
。
あ
な
た
も
、
身
近
な
外
国
人

に
日
本
語
を
教
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

□
期
日
　
６
月
１
日
　
、
８
日
　

（水）

（水）

□
時
間
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
３０

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
２

階
　
研
修
室
２
（
吉
田
２
０
１

１
の
１
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
際
協
働
課
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.tow
n.oizu

m
i.g
unm
a
.jp/

）か
ら
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
国
際
協
働
課
（
内

線
２
１
３
）
へ
。

□
期
日
　
５
月
８
日
　（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
テ
ー
マ
　
覚
え
て
お
き
た
い
庭

木
の
整
枝
 剪
 定
と
マ
ツ
類
の
ミ

せ
ん

ド
リ
摘
み

□
講
師
　
茂
木
清
美
氏（
樹
木
医
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
時
　
４
月
　
日
　

２５

（月）

午
前
８
時
　
分
～

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
７
１
８
８
、
緯
　
・
０
７

８８

８９

８
２
）
へ
。

　
大
泉
国
際
交
流
協
会
で
は
、
語

学
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
１
Ｎ
２
受

験
準
備
コ
ー
ス
】

　
大
泉
国
際
交
流
協
会
で
は
、
日

本
語
能
力
試
験
合
格
を
目
指
す
人

語

学

講

座

大
泉
国
際
交
流
協
会

あ
か
ち
ゃ
ん
広
場
参
加
者

各
児
童
館

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川

事
務
所
川
俣
出
張
所

花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
作

戦

の

活

動

団

体

館
林
土
木
事
務
所

初
心
者
向
け
・
日
本
語

の

教

え

方

講

座

国
際
協
働
課

県
保
健
福
祉
事
務
所
の

組
織
変
更
に
つ
い
て

県
健
康
福
祉
課

日

曜

緑

化

講

座

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
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定例相談
お気軽にご相談ください。

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
４月２１日昭・２８日昭・

５月１２日昭・１９日昭

日時

午後１時３０分～４時３０分
４月２１日は、午前１１時３０分～
　　　　　　午後２時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、
　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
５月１０日昇

午後１時３０分～４時

日時

役場３階第１会議室場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、
　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～５時

日時

専門女性相談員担当

配偶者などからの暴力に関す

る悩みごとなど

内容

※詳しくは、相談専用電話（緯２０・３９８８）へ。

情報情報くらしの Information

費用無料。秘密は厳守します。

を
対
象
と
し
た
日
本
語
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

□
期
間
　
５
月
７
日
～
７
月
　
日
３０

の
毎
週
土
曜
日
（
全
　
回
）

１３

□
時
間

・
Ｎ
１
受
験
準
備
コ
ー
ス
…
午
前

９
時
　
分
～
　
時
　
分

１５

１０

４５

・
Ｎ
２
受
験
準
備
コ
ー
ス
…
午
前

　
時
～
午
後
０
時
　
分

１１

３０

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
２
階

会
議
室（
吉
田
２
０
１
１
の
１
）

□
定
員
　
各
　
人
（
定
員
に
な
り

１０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
大
泉
国
際
交
流
協

会
・
松
岡
俊
雄
さ
ん
（
緯
０
８

０
・
３
４
５
６
・
４
２
３
４
）

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
１
０
０
０
円
（
　
歳
以

１８

下
は
無
料
）

※
開
催
回
数
は
、
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
初
級
英
会
話
講
座
】

　
基
礎
的
な
日
常
会
話
な
ど
の
練

習
を
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

□
期
間
　
５
月
　
日
～
７
月
６
日

１８

（
毎
週
水
曜
日
　
全
８
回
）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

□
場
所
　
町
公
民
館
第
２
講
座
室

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
（
た
だ
し
、
大
泉
町
在
住
・

在
勤
の
人
が
優
先
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
大
泉
国
際
交
流
協

会
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
２
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

【
英
語
サ
ロ
ン
】

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の
英
会
話

を
楽
し
む
サ
ロ
ン
で
す
。
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
参
加
者
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

□
期
日
　
毎
週
火
曜
日

□
時
間
　
午
後
７
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
コ
コ
ス
大
泉
店
（
坂
田

２
の
　
の
　
）

２２

２０

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
出
来

ま
す

□
費
用
　
１
０
０
０
円
（
　
回
分
の

１０

回
数
券
を
購
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
初
回
は
２
０
０
円
で
す
）

□
注
意
事
項

・
店
内
で
の
飲
食
費
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す

・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
人

か
ら
は
、
参
加
費
は
い
た
だ
き

ま
せ
ん

※
詳
し
く
は
、
大
泉
国
際
交
流
協

会
（
緯
０
８
０
・
６
８
１
２
・
０

１
５
２
）
へ
。

　
前
橋
地
方
法
務
局
太
田
支
局
で

は
、
子
ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
４
月
　
日
　

２９

（金）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

　
分
３０

□
場
所
　
ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童

会
館
（
太
田
市
長
手
町
４
８
０
）

□
内
容
　
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
、

不
登
校
な
ど
子
ど
も
の
人
権
に

つ
い
て

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
法
務
局

太
田
支
局（
緯
　
・
６
１
０
０
）へ
。

３２

□
財
政
調
整
基
金

・
栗
原
正
夫
　
　
　
１
０
０
万
円

・
川
島
正
一
　
　
　
　
　
３
万
円

・
服
部
明
美
　
　
　
　
　
３
万
円

□
福
祉
基
金

・
入
澤
　
武
　
　
　
　
　
３
万
円

□
学
校
教
育
へ

・
金
子
印
店
　
小
学
校
新
入
学
児

童
氏
名
ゴ
ム
印（
計
３
１
４
個
）

子
ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所

前
橋
地
方
法
務
局
太
田
支
局
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マ
ス
ク
し
て
目
を
か
き
む
し
る
花
粉
症

島
山
恭
治
（
　
区
）

１９

初
節
句
ひ
孫
の
顔
の
笑
顔
か
な

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

校
門
の
桜
の
下
で
ハ
イ
ポ
ー
ズ

江
口
典
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

梅
香
る
母
の
遺
伝
子
ふ
と
想
う

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

晩
年
の
今
を
大
事
に
春
シ
ョ
ー
ル

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

庭
徐
々
に
色
を
置
く
な
り
寒
紅
梅

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

早
春
や
昭
和
の
う
た
の
懐
か
し
き

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

花
束
を
解
く
下
萌
の
夫
の
墓

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

山
里
に
ひ
び
く
時
報
や
れ
ん
げ
草

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫

みんなのみんなの
イラストイラスト

【第１３回】　住所が変更になったとき

　
新
年
度
が
始
ま
り
、就
職
・

退
職
な
ど
で
住
所
や
国
民
年

金
の
加
入
の
仕
方
が
変
わ
る

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
ご
紹
介
し
た
通
り
、

加
入
の
仕
方
が
変
わ
っ
た
場

合
に
届
出
が
必
要
で
す
が
、

住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
も
届

出
が
必
要
で
す
。
住
所
変
更

の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
納
付

書
や
年
金
振
込
通
知
書
な
ど

の
年
金
に
関
す
る
書
類
が
送

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
被
保
険
者
の
場
合
】

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
に
つ
い
て
は
、
住
民
課
窓

口
に
て
転
入
・
転
居
の
お
手

続
き
の
際
に
、
併
せ
て
年
金

の
住
所
変
更
を
行
い
ま
す
。

第
２
号
、
第
３
号
被
保
険
者

は
勤
務
先
の
会
社
に
住
所
変

更
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
年
金
受
給
者
の
場
合
】

　
年
金
受
給
者
が
住
所
を
変

更
し
た
場
合
は
「
年
金
受
給

権
者
住
所
変
更
届
」
を
太
田

年
金
事
務
所
、
ま
た
は
住
民

課
窓
口
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
変
更
届
は
、
年
金
事

務
所
や
住
民
課
窓
口
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。
は
が
き

の
様
式
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、　

円
切
手
を
貼
っ
て
郵

５２

送
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま

す
。

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
わ
ん
わ
ん

俳俳
　
　
　
句句

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
う
ー
た
ん

知っているようで知らない国民

年金。ここでは、国民年金につ

いての情報をお知らせしていき

ます。

※詳しくは、住民課（内線１２４）、

または太田年金事務所（緯４９・

３７１６）へ。

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

３月１５日、国立市にある古民家コミュニティ

「やぼろじ」を視察して来ました。

□村山町長のコメント　「荒れた空き家を改

装し、市民のコミュニティの場として活用し

ているほか、オフィスやギャラリー、カフェ

を併設するなど、工夫を凝らし、素晴らしい

取り組みをしていました」
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－

い
ず
み
俳
壇

－

よ
み
が
え
る
地
震
の
記
憶
や
余
寒
な
お

林
　
宣
子
（
１
区
）

灯
を
た
て
て
ひ
か
り
美
し
春
障
子

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

 鞦
韆
 の
大
き
く
揺
れ
て
空
の
方

し
ゅ
う
せ
ん

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

振
り
向
き
し
人
は
別
人
春
の
夢

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

春
う
ら
ら
会
場
埋
め
て
コ
ン
サ
ー
ト

柴
崎
八
重
子
（
　
区
）

２０

小
さ
き
音
た
て
つ
根
分
け
の
桜
草

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

山
間
に
光
分
け
あ
い
福
寿
草

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

山
笑
ふ
遙
け
き
嶽
の
雪
光
り

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

そ
ぼ
降
る
や
春
ま
だ
浅
き
震
災
地

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

ば
ら
の
芽
の
塀
に
絡
み
て
空
仰
ぐ

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

居
心
地
の
良
さ
に
う
た
た
寝
春
炬
燵

横
山
昭
子
（
太
田
市
）

目
を
閉
じ
て
青
麦
の
風
や
わ
ら
か
し

松
村
美
智
子
（
熊
谷
市
）

－

や
よ
い
短
歌
会

－

五
年
経
て
未
だ
復
興
な
ら
ぬ
浜

雪
空
の
下
風
花
の
舞
ふ

村
田
厚
子
（
２
区
）

如
月
の
砂
の
つ
ぶ
て
が
喪
服
打
ち

過
ぎ
れ
ば
春
よ
と
亡
母
の
声
聞
く

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

ほ
ほ
白
の
つ
が
ひ
蜜
吸
ひ
飛
び
し
あ
と

蜜
蜂
き
た
り
て
梅
の
蜜
吸
ふ

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

温
き
陽
に
屋
根
よ
り
落
ち
る
雪
解
け
水

音
の
間
隔
徐
々
に
広
が
る

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

　「
広
報
お
お
い
ず
み
」
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ｉ
広

報
紙
」で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

□
ｉ
広
報
紙
と
は
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

で
、
広
報
紙
を
電
子
書
籍
と

し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
無

料
ア
プ
リ
で
す
。
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
簡
単
な

個
人
設
定
を
す
る
と
、
最
新

の
広
報
紙
お
よ
び
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
最
新
号
が
発
行
さ
れ
る

と
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら

せ
が
届
き
ま
す

□
ｉ
広
報
紙
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http
://ikou

hou
shi.jp

/lp
/g
u
n

m
a
_oizum

i

※
表
示
さ
れ
る
広
告
は
、
町
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
広
報
情
報
課
（
内
線
２
１

５
）
へ
。

スマホで

広報紙を読もう！

　広報おおいずみに掲載してほ
しいイラストなどは黒一色で書
いてね。皆さんからのご意見・
ご質問、身近な話題などもお待
ちしています。

広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
糸kouhou@town.oizumi.gunma.jp

短短
　
　
　
歌歌

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん

▼

岩
瀬
心
愛
ち
ゃ
ん
（
　
区
）

１９

「
今
日
は
」挨
拶
う
れ
し
小
学
生

梅
咲
き
初
め
し
如
月
の
道

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

海
風
に
熱
海
桜
の
花
揺
れ
て

一
足
早
く
春
の
顔
み
す

前
田
洋
子
（
　
区
）

２９

生
い
茂
る
中
州
の
樹
木
を
伐
採
す
る

願
い
叶
い
て
動
き
は
じ
ま
る

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

短
足
の
二
匹
の
犬
が
四
辻
の

信
号
待
て
り
ピ
ン
ク
の
服
着
て

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

日
溜
り
の
梅
の
樹
下
に
蕗
の
と
う

初
も
の
を
揚
げ
膳
を
に
ぎ
は
す

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

久
し
振
り
家
族
で
入
る
温
泉
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
白
銀
の
庭

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

腰
痛
は
直
ら
ず
杖
つ
き
花
眺
む

雑
草
伸
び
る
を
目
の
前
に
し
て

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

「ｉ広報紙」

ＱＲコード
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私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
３
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
春
の
楽
し
み
」
に
寄
せ
ら

れ
た
投
書
の
中
か
ら
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
毎
年
桜
の
花
が
咲
く
の
が
楽

し
み
で
す
。
今
年
も
ま
た
桜
並

木
ま
で
散
歩
に
行
っ
て
来
ま

す
。

匿
名
希
望

　
毎
年
、
実
家
の
山
で
親
戚
や

友
人
み
ん
な
で
行
う
、
竹
の
子

掘
り
競
争
で
す
。
大
人
も
子
供

も
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ

と
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
す

よ
！

匿
名
希
望

　
　
数
年
前
に
プ
ラ
ン
タ
ー
に

１０
植
え
た
５
株
の
ビ
オ
ラ
。
そ
の

種
が
庭
に
飛
ん
で
、
今
で
は
毎

年
春
に
な
る
と
た
く
さ
ん
の
可

愛
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま

す
。
時
に
は
、供
花
の
絨
毯
僑
に

な
り
ま
す
。

匿
名
希
望

　
野
草
の
名
前
を
調
べ
た
り
お

ぼ
え
た
り
す
る
こ
と
。

Ｐ
・
Ｎ
　
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
フ
＊
ラ
ブ

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、

益
子
焼
の
春
の
陶
器
市
に
行
っ

て
、
ス
テ
キ
な
器
を
探
す
の
が

楽
し
み
で
、
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
！

Ｐ
・
Ｎ
　
か
な
ち
ゃ
ん
。

　
野
菜
の
種
ま
き
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

匿
名
希
望

　
ク
ラ
ス
が
え
で
な
か
よ
し
の

友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
な
れ
る

か
、ま
い
年
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。

岩
﨑
未
夏
さ
ん
（
６
区
）

「
春
の
楽
し
み
」
を
教

え
て
！

糸
花
の
 絨
  毯
 

じ
ゅ
う
 た
ん

糸
竹
の
子
掘
り
競
争

糸
ク
ラ
ス
が
え

糸
桜
並
木
を
散
歩

糸
種
ま
き

糸
ス
テ
キ
な
器

糸
野
草
の
名
前
を
…

広報クイズ

①平成○○年度当初予算

 （伺２ページ）
　佳２８ 加２９ 可３０

②○○○○ルール （伺１０ページ）
　佳交通安全 加ごみ出し 可カバディ

③○○職員入学金補助金の交付 （伺１７ページ）
　佳介護 加看護 可団体

④泉農フェアの日程は？ （伺２５ページ）
　佳４月１６日 加４月２３日 可４月３０日

⑤大泉高等学校女子○○○○部 （伺３３ページ）
　佳陸上競技 加サッカー 可ラグビー

☆「リラックス方法」を教えてください（お答えの中

から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　４月２２日

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□３月号の正解

　①－研、②－硯、③－研、④－絹、⑤－絹
□応募総数　９７通で正解は８６通でした

□当選者（敬称略）

渡辺美子（３区）、穴原弘子（５区）、小川里恵（１４区）

木村美緒里（１４区）、宗形光徳（１４区）、小野田絢美（１７区）

佐藤富士美（１７区）、備前島文子（１７区）、宇田淑江（１８区）

中里弘實（１８区）、服部卓夫（１８区）、立澤たけ子（１９区）

石坂文子（２１区）、遠藤明美（２１区）、川島　琉（２２区）

手塚きく江（２２区）、岡部小百合（２３区）、川島孝浩（２３区）

鶴林勝子（２３区）、横田智弥（２８区）

※なお、当選者には郵送でお送りします。

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円分の大泉

スタンプ加盟店共通商品券をプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

町商品券が２０人に　　たる！
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好きなこと

車やバイクが好きでドライブやツーリングをして

よく山に行ったりしています。それに、家族と過

ごす時間も好きですね。

自分の性格

友だちからはおおらかと言われます。

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

 小  林  拓  巳 さん　（１９歳）
こ ばやし たく み

将
来
の
夢
は
？

祖
父
の
介
護
を
し
て
い
る
祖
母
や

両
親
の
姿
を
見
て
、「
支
え
た
い
」

を
感
じ
、
介
護
福
祉
士
に
な
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
ま
だ
基
礎
を
学
ん
で
い
る
段

階
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
実
習
な
ど

を
通
し
て
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が

何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
理
解
し

て
、
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
い
ず

れ
は
地
元
に
介
護
施
設
を
作
り
、

利
用
者
も
地
域
の
人
も
気
軽
に
使

え
る
憩
い
の
場
に
し
た
い
で
す
。

学
校
・
学
年
は
？

大
泉
保
育
福
祉
専
門
学
校
福
祉
科

の
２
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

休
み
時
間
な
ど
に
友
だ
ち
と
話
を

し
て
い
る
時
間
が
好
き
で
す
し
、

実
習
な
ど
の
と
き
に
は
相
談
も
で

き
て
心
強
い
で
す
。
授
業
で
は
、

実
習
よ
り
も
講
義
が
多
か
っ
た
こ

と
が
驚
き
で
し
た
。
介
護
保
険
法

な
ど
法
律
を
学
ぶ
こ
と
が
特
に
大

変
で
し
た
が
、
知
識
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
を
癒
せ
る

介
護
福
祉
士
に
な
り
た
い

大
好き

「大好き」では、３歳未満の
町内在住のお子さんを紹介
しています。掲載希望者は、
広報情報課（内線２１５）へ。

どんなちびっ子？

とにかく元気で笑顔が一番

かわいいです。いろいろな

ものに興味がある子です。

好きなものは？

電車やアンパンマンが好き。

絵本も大好きで、今では自

分で読むこともあります。食

べ物では、ウインナー、サラ

ダが大好物です。

パパ・ママからひとこと

これからも元気で、友だちと

仲良くして、たくましく育っ

てね。

 山  形  悠  真 くん
やま がた ゆう ま

（１６区・２歳）

【
城
之
内
公
園
桜
ま
つ
り
】

　
約
３
０
０
本
も
の
桜
が
植
え
ら

れ
、
桜
の
名
所
と
し
て
町
内
外
か

ら
多
く
の
花
見
客
が
訪
れ
る
「
城

之
内
公
園
」
で
は
、
毎
年
桜
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぼ
ん

ぼ
り
が
灯
っ
て
夜
桜
も
楽
し
め

る
、
そ
ん
な
桜
ま
つ
り
は
３
月
　２６

日
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
記
事

を
作
成
し
て
い
る
現
在
は
桜
の
開

花
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
た
ば

か
り
で
す
が
、
掲
載
さ
れ
る
頃
に

は
、
散
っ
て
い
く
桜
の
花
び
ら
が

堀
の
水
面
を
埋
め
尽
く
し
た
「
花

い
か
だ
」
が
見
ら
れ
る
の
で
は
？
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親子で楽しめる
手遊びを学びました

親子手遊び教室

３月１３日、図書館で親子手遊び教室が開催さ

れました。参加した４６人は、大泉保育福祉専

門学校の半田美千子先生と生徒の皆さんか

ら、親子で楽しめる手遊び歌を実際にいっ

しょに行ったり、パネルシアターや折り紙な

どで親子の交流をした後、絵本の読み聞かせ

も行われました。

公民館スプリングフェスティバル

コンサートと
バザーで一日を満喫
３月１３日、町公民館で町公民館と協力４団体

（地域公民館連絡協議会、子ども会育成連絡協議

会、文化協会、公民館利用サークル連絡協議会）

による「公民館スプリングフェスティバル」が

開催されました。公民館ロビーではリサイクル

バザー、そしてホールでは弦楽四重奏のコン

サートが行われ、どちらも大勢の人でにぎわっ

ていました。

(33) 広報おおいずみ　Ｈ28.4.10　Vol.832

広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

女子ラグビー部
全国大会へ！

表敬訪問

健やか広場

地域づくり講演会

地域で支え合う体制を
つくっていくために

３月２３日、文化むらで「地域づくり講演会」が

開催され、２４０人が参加しました。ＮＰＯ法人

日本地域福祉研究所理事の國光登志子さんをお

招きし、「地域における生活支援体制づくり　高

齢者地域支え合い体制づくり」というテーマで

講演していただきました。

３月２５日、保健福祉センターで健やか広場が行

われ、２３組３７人の親子が参加しました。ハン

ドベル演奏や、母子保健推進員の皆さんによる

手遊び歌や紙芝居なども行われ、参加者同士で

子育てについての話をしながら交流を図り、和

やかな時間を過ごしました。

ハンドベル演奏などで
和やかな時間

３月１６日、埼玉県熊谷市で行われる「第５回全

国高校選抜女子セブンズラグビーフットボール

大会」への出場報告に県立大泉高等学校女子ラ

グビー部の皆さんが村山町長と増尾教育長を表

敬訪問し、町長と教育長より激励の言葉ととも

に壮行金が贈呈されました。

ふれあいのつどい

演芸や手作り料理に
会話も弾みました

３月２５日、町公民館で町ボランティア協議会主

催の「ふれあいのつどい」が行われました。ひ

とり暮らし高齢者に食事会と、歌や踊りなどを

通して同世代間の交流、ボランティアとのふれ

あいを図るために行われたもので、約１００人が

参加し、楽しい時間を過ごしました。



発
行
日
　
2
0
1
6
.4
.1
0
／
発
行
　
大
泉
町
役
場

〒
3
7
0
-0
5
9
5
　
大
泉
町
日
の
出
5
5
番
1
号

4
. 1
0
　
V
ol. 8
3
2

編
集
　
広
報
情
報
課

緯
0276・

63・
3111　

F
A
X
0276・

63・
3921　

http:/ /w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

この広報紙は、自然保護のため再生紙とベジタブル
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B
est Shot

企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

「
品
質
を
褒
め
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
し
、
品
質
の
維

持
・
向
上
の
た
め
に
努
力
し
て

い
る
従
業
員
を
誇
り
に
思
い
ま

す
」
と
話
す
新
井
さ
ん
は
、
代

表
取
締
役
社
長
と
し
て
会
社
全

体
の
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
実

際
に
加
工
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
業
務
の
中
で
気
を
付
け

て
い
る
こ
と
は
、「
安
全
・
品
質
・

納
期
」。
特
に
、安
全
と
品
質
を

㈲新井金属工業

№３１

▲代表取締役社長

 新  井  勝  己 さん
あら い かつ み

維
持
す
る
た
め
に
、
手
順
書
を

作
成
し
、
使
用
す
る
機
械
の
そ

ば
に
掲
示
す
る
こ
と
で
常
に
安

全
対
策
お
よ
び
品
質
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
々
求
め

ら
れ
る
品
質
レ
ベ
ル
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
中
で
、
手
順
書
を

見
直
し
、
訂
正
・
改
訂
し
て
従

業
員
の
教
育
指
導
を
行
う
こ
と

で
品
質
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
て

い
ま
す
。
今
後
の
目
標
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
、「
今
は
自
動
車
部

品
を
中
心
に
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
異
業
種
の
パ

イ
プ
加
工
に
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
力

強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

住　　　所：大泉町朝日２－３２－１

会社の概要：１９６３年、新井板金を創業し、１９６７

年２月に㈲新井板金を設立、１９８２年に㈲新井金

属工業へ社名変更をしました。現在の従業員数

は２６人で、自動車業界の端末成型、曲げ加工、ス

ポット溶接、ＣＳ溶接、ＴＩＧ溶接、ロウ付け、

機密検査など各種パイプ加工を行っています。

「急に特殊な部品が必要になった」など、臨機応

変に対応できるよう試作

品はもちろん、１個から

特注品の製作まで迅速に

対応しています。また、

２０１５年３月にＩＳＯ９００１

を取得し、常に品質維持・

向上を目指しています。

パイプの加工をしている様子

加工したパイプ

　
３
月
　
日
、
大
泉
消
防
署
城

２２

之
内
出
張
所
で
開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
城
之
内
出
張
所
は
、
昭
和
　４８

年
５
月
に「
太
田
地
区
消
防
組

合
　
東
部
消
防
署
」
と
し
て
新

築
さ
れ
、
そ
の
後
「
大
泉
北
分

署
」、
現
在
の
「
城
之
内
出
張
所
」

と
改
称
し
て
き
ま
し
た
が
、
建

設
し
て
か
ら
　
年
以
上
が
経
過

４０

し
老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
改
築

し
、
２
月
　
日
に
竣
工
さ
れ
ま

２９

し
た
。
ま
た
、
開
所
式
で
は
、
村

山
町
長
、金
井
議
会
議
長
、久
保

田
消
防
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 
（
結
）


